
第
四
節

農
業
と
鉱

業
・
漁
業
の
発
展

農
業
経
営
の
発
展

菜
穂
作
経

営
の
動
向

近
枇
後
期
に
市
域
で
は
、
全
体
と
し
て
荷
業
的
農
業
が
い
ち
だ
ん
と
進
展
し
た
。

ま
ず
、
六
甲
南
麓
地
域
で
は

近
位
中
期
以
降
水
卒
、
な
利
用
す
る
絞
油
業
が
盛
行
し
、
付
近
農
村
で
は
、
そ
の
原
料
た
る
菜
種
の
栽
培
が
盛
ん

に
な
っ
た
。
菜
穂
は
裏
作
物
で
、
稲
の
あ
と
田
で
栽
悼
惜
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
都
市
向
け
野
菜
や
そ
の
他
の
商
品
作

物
で
も
、
そ
れ
ら
が
畑
作
で
あ
る
場
合
は
競
合
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
ず
こ
の
地
域
の
菜
種
作
の
状
況
を
、
文
化
十
年
（

八
二
一
一
）
の
入
部
郡
一
部
村
々
の
菜
種
販
売
高
を
と
っ
て
み
て
み
よ
う

（
表
山
）
。
多
い
村
で
約
一

O
O石
、
少
な
い
村
で
は
一

1
一
一
五
と
、
村
に
よ
っ
て
か
な
り
の

は
あ
る
が
、
ま
ず
菜
種
作
の
多
い

地
域
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
菜
種
の
反
当
収
穫
量
は
、
一
石
弱
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
例
え
ば
烏
原
村
の
場
合
販
売
量
の

八
石
の
生
産
に
は
お
よ
そ
凹
町
の
聞
が
必
要
と
な
り
、
関
村
の
回

ハ
町
余
の
四
分
の
て
ま
た
花
熊
村
の
八
一
・
五
石
で
は
、

問
村
の
田

一
町
余
の

の
ご
以
上
に
作
付
け
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
、
村
に
よ
っ
て
は
商
品
作
物
と
し
て
の
菜
種
の

比
重
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
O
O石
に
近
い
北
野
村
を
は
じ
め
五

O
在
程
度
の
石
井
村
・
荒

ラ24近｜旦社会の変容第四'Fit



田
村
な
ど
で
も
同
様
で
あ
る
。

次
に
菜
種
の
板
売
先
を
、
花
熊
村
の
例
で
示
し
た
も
の
が

表
別
で
あ
る
。
こ
の
寛
政
J
天
保
初
期
は
、
幕
府
に
よ
る
油

方
仕
法
の
実
施
に
よ
っ
て
、
蒐
原
・
八
部
・
武
庫
一
一
一
都
政
出

の
菜
種
は
、
四
摂
灘
白
水
車
絞
油
業
者
に
売
却
す
る
よ
う
規

判
別
さ
れ
て
い
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
販
売

先
は
、
神
戸
村
を
筆
頭
に
、
兵
庫
浮
・
熊
内
村
・
住
吉
村

水
車
新
田
な
ど
、

い
ず
れ
も
地
元
灘
目
水
車
絞
油
業
者
へ
陸

援
と
い
う
剖
が
多
い
が
、
毎
年
同
じ
業
者
に
販
売
す
る
こ
と

は
少
な
く
、
か
な
り
販
売
先
を
変
え
て
い
る
傾
向
が
強
い
。

後苦笑と鉱工業・漁業の発段

し
か
も
こ
の
販
売
は
、
村
で
取
り
ま
と
め
庄
屋
を
通
じ
て

入部部諸村の菜種販売高とj販売先
（文化10年（1813))

やI 名 数 泣 3実 務 販 売 先

石
北野村 98.935 兵隊洋水司王稼京医普兵flfj

仁！：宮村 8.800 熊内村水率稼中西交友f!IJ/llJ

花 熊 本I
41‘000 神戸村泌l稼人松渓f色次郎

40.500 篠原村治稼入車猿苔iefl，日内

奥平野村 50.500 兵庫浮木戸lllJ 赤尾E重点目＆
石井村 51. 300 I/ 赤尾屋w兵｛Iii
子fr'. ［］村 51. 000 水車新田 定｜公嘉平次

烏原村 39.830 兵隊浮木戸lllJ 赤足農ft!'兵衛

夢野村 1. 380 ノノ 赤尾震源兵衛

口妙法寺村 2. 100 兵庫洋江川lllJ Fr( g主義兵衛

奥妙法寺村 4.550 石井村 石康i原兵j!fJ

Zド 村 1. 950 兵隊約辻子lllJ 鋭ill：牒左衛門

白川村 3.950 ／／ // 

表 121

に
分
け
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
分

一
村
分
を
一
名
の
業
者
に
売
り
払
っ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
－

A

、

括
の
販
売
方
法
は
、
他
の
村
で
も
同
様
で
、
例
え

行
わ
れ
て
お
り
、

け
て
い
る
場
合
で
も
そ
の
価
格
は
向
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
村
役
人
に
よ
る

ば
享
和
一
一
一
年
（
一
入

O
一
一
一
）
の
東
須
磨
村
で
も
百
姓
代
が
ま
と
め
て
兵
庫
津
や
御
影
村
な
ど
へ
売
り
払
っ
て
い
る
。

:i!f. 1設

｜年 F封建的小淡民の分解過程il,

歴史縦波

問料：；新保

と
こ
ろ
で
こ
の
時
期
の
菜
種
の
倒
格
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
坂
周
辺
村
の
例
で
み
れ
ば
、
宝
暦

1
寛
政
則

第四節

で
は
一
石
銀
約
八

O
匁
強
で
推
移
し
て
い
る
が
、
寛
政
の
取
締
り
強
化
以
後
の
文
化
・
文
政
期
で
は
七

O
匁
弱
と
近
世
後
期
でし

う25

最
も
低
い
水
準
に
低
落
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
莱
積
作
農
民
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。



花熊村の菜種販売高と奴売先表 122

I/ 11 

// 12 

// 2 

// 3 

// 9 

。10

住吉村

42.000 

95.500 

36.432 
64.316 
20.971 

住cr17村

住台村

自民内村
兵JljI洋

水車新Ill

(/f~ 

（不118. 788 

62.265 

。14

販売先

依髭；長治郎

大和庭菜兵衛

升箆源ヨ玉虫11

f衣E室長治虫II

京E宣言妥兵衛

依屋長治虫II

後E員長治虫［I

持11段兵宝玉虫［I

小池屋助三郎

大和屋嘉兵衛
浜隆幸lj兵衛

依康長治郎

大和箆嘉兵衛

率箆夜左衛門

京隠iti:次郎

松墜｛＠.次郎

紙屋fむ次郎

王手底蕊：左衛門

大和箆嘉兵衛

松原五兵衛

松段瓦兵衛

計h座五兵衛
1:11匂屋吉右衛門
阿波段伝三郎

泌尿ー五兵jlfJ
抗i1降五兵衛
米長i宗三f,HI
万屋辰
抗lJ 屋甚

｜王i中啓右衛門

池庭i原兵衛

?lll E量元三flll
明）

明）

天j¥ltij箆 lfiU)J 

京燈鶴64. 598 

（注） ネ乙の年の薬事E版先認の内l己は他村分44.496石をふくむ。

資料：新保問「封建的小1災民の分解過絞」

菜 穏

事11戸村水王手稼

熊内村水素稼

北野新聞水1jf稼

事Ji戸村水車稼

兵隊洋水率稼
宇jt戸村水王手1荻
村l戸村水率稼

水車新聞

水車新EEi

熊内村水王手稼

二茶屋村71':1'ド稼
神戸村水王手稼

熊内村水車稼

篠原村油稼人
兵庫）1jt

神戸村iiil稼人

神戸村泌l稼人

篠原村治稼人

熊内村計ht家人
事11戸村

事｜！戸村

116. 324 

47.527 
48.326 
46.251 
47. 221 

164.561 

110. 0345 

// 15 

か
し
天
保
の
油
仕
法
改
革
以
後
は
、
販
売
先
も
大
坂
・
兵
庫
・
堺
の
積
物
問
崖
ま
で
広
げ
ら
れ
、
加
え
て
幕
末
期
の
物
価
上
昇

35.230 

36.920 

76.530 

36.000 

35.930 

27.000 

26.600 

61. 300 

28.000 

27.200 

53.200 

74.200 

41. 000 

40.500 

40.500 

正i
60. 138 

19.084 

23.848 

75.350 

数 量

42. 100 

43. 700 

郭 n1 (18 

文化 1(1804 ） 

代

究政 9(1797) 

// 10 

苧
ム
ア

F
1
 

趨
勢
の
う
ち
で

0
0匁
を
上
回
る
騰
貴
を
み
る
に
漂
っ
て
い
る
。

’F 勺

。10

。4

こ
う
し
た
価
絡
変
動
は
当
然
生
産
農
民
に
直
接
影
響
を
与
え
る
。
先
の
花
熊
村
に
も
ど
っ
て
、
販
売
農
民
を
み
て
み
よ
う
。

表
出
は
花
熊
村
農
民
の
持
高
規
模
と
菜
種
販
売
高
と
の
相
関
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
菜
種
の
販
売
に
か
か
わ
っ

526 近世主l：会の変寺住ZH図書E
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(tilt立：戸）花熊村の後民持高野lj菜穂販売高表 123

日
石
以
上

(1844) 

ハ
U
）
【
〈
d

l

l

 
計ー日一士一ロ

守主
lie•! 

1石未満

1～ 2 

2～3 

3～ 4 

4～6 

6～ 8 

8～10 

101ヨ以仁

5
j
ω
 

O
J
O
O
G
J
L
U
F
3
今

δ

’I
1

i

2 

勾

δ

ヲ

4

4
・凶コ戸、
υ

唱
え

1

3

3

1

 

4

2

1

 

勺
’

n
U

今
，
“
句
t
o
O
噌

i

ハU

ハU

1

1

 

ヲ
ム
ペ
品

7

rコ
ペ

寸

司

J
4
ι

今
z

’
白
、
，
“

A

守戸、
U

A

マ

3 

11':1 

15 

今

3

3（
d

コ

f!f: 

，，‘、，，、今、
υ

天

ー
お
米
満

王様15 

石
以

(1826) 

nv
）
〈
，

D

1

1

 

．
命

1
 

r
 
3
 

5 

10 

9 

δ 

政

－
A

｝〈今、
υ

女；

ー
石
未
満

,Jrr: 

42 20 8 7 3 。45 。3 15 11 13 
，， 
δ 。ーロニ＝

n

62 2 2 21 10 9 17 68 。3 16 11 18 19 7災民総数

た
農
民
は
、
全
村
の
六
六
%
に
及
ぶ
が
、
そ
れ
を
持
尚
一
石

以
上
層
で
み
る
と
九
O
%
近
く
な
り
、
耕
地
を
持
つ
農
民
の

ほ
と
ん
ど
が
加
わ
っ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

も
ち
ろ
ん
所

有
耕
地
波
棋
の
大
き
い
ほ
ど
菜
種
の
販
売
高
は
多
く
な
っ
て

い
る
。
た
だ
側
格
の
低
落
期
に
当
た
る
文
政
九
年
（
…
八
二
六
）

で
は
、

で

ー
一
O
石
層
、
奴
売
高
で
一

一
石
摺
と

い
う
い
わ
ば
中
間
の
や
や
小
規
模
層
の
密
度
が
高
く
な
っ
て

い
た
の
に
対
し
、
細
川
格
高
騰
期
の
天
保
十
五
年
（
一
八
四
回
）

で
は
、
持
高
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
大
さ
せ
た
一
五
石
以
上

ド!J.T封建i下・J!J、IJミ氏の分解）＠.税♂

の
農
民
が
現
れ
、
そ
の
販
売
山
町
内
も
文
政
時
宏
上
回
る
八
石
以

上
に
伸
ば
し
て
い
る
反
問
、
持
高
一
一
マ
f

。
石
の
中
間
関
の

な
か
に
、
文
政
時
を
下
回
る
販
売
商

石
米
棋
の
農
民
が
現

れ
て
お
り
、
全
体
に
菜
種
作
経
営
は
規
模
の
拡
大
集
中
化
が

進
む
な
か
で
両
極
へ
分
解
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

資料：新保

す
な
わ
ち
…
方
に
は
、
作
物
価
格
の
変
動
に
乗
じ
て
経
営

を
拡
大
し
て
ゆ
く
上
位
応
持
の
古
決
関
と
、
他
方
に
は
経
営

i
一

近l獲量ミ縦日iう27



表 124 芝家の稲品種 J)iJj諮種放 （単位：三i

天明i文政I" I 11 I天保1"1"1111"1"1か iグ Ii1 

5 I 3 I 4 I 5 I 2 I 5 I 7 I 9 I 10 I 11 I 12 I 13 I 15 

も ち 3. 2 1. 2 1. 5 1. 2 1. 5 1. 5 1. 7 1. 7 1. 6 3.0 2. 3 3.0 2. 0 

｛艮 ，馬 五基 1. 4 1. 2 1. 5 1. 8 1. 5 1. 4 1. 5 0.4 1. 4 1. 3 1. 7 1. 5 1. 1 

侭馬 早 稲 1. 6 

よ り 出し 1. 4 1. 3 1. 2 

孫おす行 I'~ 2.4 1. 3 1. 1 1. 3 1. 5 1. 5 1. 4 1. 6 1. 9 2. 0 2. 0 2. 5 2. 1 

自 河 0. 1 

0-1 III 帯主 3.0 2.4 2. 1 2.0 2.3 1. 8 1. 8 1. 9 

感極王子市 f前 1. 8 1. 5 1. 2 

高 王子 事包 1. 5 1. 4 

びしやもん 1. 0 

w 勢 秘 0. 3 1. 4 

天 王 1. 5 

名 古 屋 穂 1. 0 1. 3 1. 8 1. 5 1. 7 2.0 2.C 1. 2 

十述寺秘 2.0 2.2 1. 7 1. 7 2.5 2. 3 1. 7 2. 0 

佐 郎 1. 0 

若 ノ 浦 1. 7 

源 一 自［） 1. 4 2.0 2. 0 1. 8 2. 4 一
わ せ 0.8 

用宅 ~f 総 1. 1. 8 

~＂， 羽 穂、 2. 0 

fココト 計宇 10. 1 9. 8 1 7 110. 3 10.4 110. 0111. 4 1 4 11. 6 11 . 6 1 5 11 6 

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
ゆ
く

零
細
規
模
隠
の
増
加
と
い
う
、
天

保
期
以
後
の
花
熊
村
農
民
府
の
階

層
分
化
を
も
如
実
に
一
一
小
し
て
い
る
。

北
部
の
二
部
村
に

み
る
米
作
経
営

一
方
、
市

品
火
レ
u
f
u
〉

七叫
r
J
イ
品
仁
川
U

米
作
農
業
の
実
情
を
、
上
二
郎
村

の
芝
家
の
例
で
考
え
て
み
よ
う
。

有
馬
郡
に
属
し
て
い
た
市
域
北
東

部
の
村
々
は
、
六
甲
山
地
と
大
阪

一
平
野
を
限
る
北
西
部
の
山
地
に
よ

っ
て
縁
ど
ら
れ
、
交
通
が
不
便
で

あ
っ
た
が
、
距
離
で
は
大
坂
の
米

資料：「芝家；）（；l]：」

市
場
や
灘
目
の
酒
造
地
と
い
っ
た

需
要
地
域
に
近
く
、
領
主
支
配
の

う
え
で
は
、
大
沢
地
区
を
除
い
て
、

幕
府
領
か
関
東
地
方
に
木
拠
を
持

ラ28近世i：社会の変容第四主主



つ
遠
隔
の
大
名
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

一
郎
村
は
飯
野
葎
（
千
葉
m
m
寓
津
市
）
領
で
、
問
村
の
芝
家
は
、
文
化
八
年
所
有
剃
地
約
…
町
二
反
（
石
商
に
し
て
約
一
一

O
石）、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
一
名
計
二
名
の
一
雇
用
労
働
力
を
抱
え
て
、
そ
の
大
部
分
－
V
7
M
H
作
し
な
が
ら
、
な
お

は
小
作
地
に
出
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
主
作
物
は
も
ち
ろ
ん
米
で
あ
り
、

に
よ
っ
て
は
菜
種
が
販
売
用
に
作
付
け
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
て
、
表
山
は
断
続
し
て
い
る
が
天
m
m

七
八
五
）
か
ら
天
保
十
五
年
に
至
る
間
の
稲
の
作
付
品
種
の
一
覧
で
あ
る
。

種
類
の
播
種
量
は
、

一
升
と
か
と
い
う
少
な
い
場
合
は
む
し
ろ
例
外
的
で
、
一
千
均
は
一
斗
六
、
七
升
で
あ
り
、
多

一
升
と
か

く
て
も
三
斗
程
度
ど
ま
り
と
い
う
特
定
品
種
に
あ
ま
り
集
中
し
な
い
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
作
付
品
種
の
数
は
、
多
い

年
で
八
種
類
、
少
な
い
年
で
六
種
類
と
か
な
り
多
く
、
特
に
毎
年
の
よ
う
に
一

J
二
種
類
は
新
品
種
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が

目
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
新
品
種
の
中
か
ら
、
山
間
穂
・
名
古
屋
諮
・
十
連
寺
穂
な
ど
の
よ
う
に
、
以
後
連
続
し
て
作
付

け
さ
れ
て
い
る
種
類
、
が
あ
る
の
は
、
そ
の
作
柄
が
良
か
っ
た
た
め
に
繰
り
返
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、

淡書長と鉱工業・漁業の発段

こ
う
し
た
新
品
種
の
試
作
と
選
別
こ
そ
近
世
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
品
種
改
良
の
典
型
的
な
姿
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

｝
の
品
種
の
う
ち
、
す
で
に
天
明
五
年
か
ら

賞
し
て
作
付
け
さ
れ
て
い
る
「
孫
布
俗
門
一
は
、
そ
の
播
種
泣
も
天
保
後
期

に
は
地
加
額
向
を
示
し
て
お
り
、
幕
末
期
に
播
際
爵
奨
察
部
で
米
貿
良
好
と
し
て
奨
励
さ
れ
た
品
種
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

－
／
｝
、
ぃ
始
業
的
農
業
と
し
て
の
米
生
産
と
い
う
経
営
の
様
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

生
産
さ
れ
た
米
は
ま
、
ず
年
賀
米
と
し
て
領
主
に
納
付
さ
れ
、
そ
の
残
余
が
飯
米
と
販
売
用
に
充
て
ら
れ
る
。

米
の
販
売
と

肥
料
の
蹴
購
入

表
出
は
前
記
芝
家
の
農
産
物
販
売
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
芝
山
本
の
販
売
物
の
う
ち
庄
倒
的
な
比
重

第四節

を
示
し
て
い
る
の
は
米
で
、
販
売
総
額
、
に
占
め
る
割
合
も
例
外
的
な
天
保
十
年
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
八

O
%以
上
に
達
し
、

i!t 近E主史事fi!lllう29



芝家の淡路物販売状況

販売総綴に！日める比率

表 125
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米
だ
け
の
年
も
あ
る
ほ
ど
で
、
米
主
作
地
の

特
徴
を
示
し
て
い
る
。

米
に
次
い
で
菜
種
が
か
な
り
販
売
さ
れ
て

い
る
。

た
だ
一
似
品
川
的
で
は
な
く
、
販
売
し
て

い
な
い
年
も
あ
り
、
そ
の
額
も
総
額
の
一

O

%
台
程
度
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
出
方
裏
作
と

し
て
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
次
に
米
の
販
売
先
と
そ
の
日
氾
を
整

m

し
た
の
が
表
山
で
あ
る
。
販
売
先
と
し
て
は

ー
七
カ
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

時
期
を
通
じ
継
続
的
に
、

力、
") 

二
販
売

さ
れ
て
い
る
の
は
米
谷
村
（
家
啄
市
）
た
だ

カ
所
で
あ
る
。
米
谷
村
は
有
馬
郡
か
ら
大
坂

へ
五
る
道
筋
に
あ
り
、
阿
部
落
（
崎
玉
県
大
虫

郡
阿
部
町
）
の
米
街
、

出
藩
の
府
内
宿
な
ど
を

勤
め
る
者
や
、

米
商
人
（
交
政
十
一
一
一
年
に
は

。
人
）
も
い
て
、

米
販
売
に
は
川
氏
ー
が
あ
っ
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第四uri換支ーと鉱工業・漁、苦笑の発展

// 13 112. 536 0. 947 13.685 

// 14 6. 6.023 

// 15 8. 8.069 

資料： f芝家）（；t~J

さ が米

れえ谷村
てる 有
し、 。の潟
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15 

1. 394 

2. 110 

13 

1. 193 

0.206 

i. 640 I u出2.563

10 

芝家の菜種販売状況

9 天保65 4 3 

表 127

フ1ミ屋善次郎

泉仙店

｜幻口座

111 JJll i 
河内屋

紀ノ問屋
喜兵衛

／／ 

1. 4281 1. 820! 2. 0091 3. 0391 1. 一一ru
メk
l二I

資料：「芝家文1!fcJ

(iji（立：匁）芝家の！肥料購入状況表 128

13 12 

92 

7 5 

604. 901120 

5 

321 

4 

91. 5 

3 

魚屋1377
惣お衛門
戎展示lj兵衛

米庭養次郎I64 

儀兵衛

E事

切畑村

王子関村

給湯村

JC 
ノ、

計メ〉、
仁1

ま
た
文
政
則
の
一
一
一
例
で
は
、
そ
の
販
売

量
が
以
前
よ
り
若
干
増
加
し
て
お
り
、
さ

ら
に
そ
の
販
売
先
も
米
谷
村
以
外
に
近
在

の
湯
山
町
・
切
畑
村
・
名
来
村
（
凶
宮
市
）

生
瀬
村
（
酋
宮
市
）
あ
る
い
は
村
内
な
ど
と

明
や
し
て
い
る
。
こ
れ
は
文
政
期
が
米
側

の
低
水
準
拐
に
当
た
り
、
米
谷
村
の
み
で

は
売
り
さ
ば
け
な
い
状
況
を
み
て
、
近
村

へ
も
売
り
払
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
菜
種
の
販
売
先
を
み
る
と
（
表
山
）
、

米
の
場
合
の
米
谷
村
の
よ
う
に
集
中
し
て

い
る
傾
向
は
な
く
、
平
田
村
・
道
場
料

一
田
町
な
ど
近
在
の
お
そ
ら
く
絞
油
業
者

資料：「芝家文書J

へ
売
り
払
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

一
方
肥
料
の
購
入
元
を
み
る
と
（
表
山
）
、

文
政
期
に
は
干
鰯
を
主
と
す
る
魚
肥
を
兵

障
の
魚
屋
惣
右
衛
門
か
ら
、
ま
た
油
粕
を
、

ラ32第四君主近世社会の変容



菜
種

ρ販
売
先
で
あ
る
前
記
平
田
村
米
盤
強
口
次
郎
と
結
場
村
の
絞
油
業
者
儀
兵
衛
か
ら
購
入
し
て
い
る
。

し
か
し
天
保
期
に
な

る
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
切
畑
村
（
五
社
）
の
戎
崖
利
兵
衛
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
戎
鹿
利
兵
衛
は
天
保
八

年
の
島
上
・
島
下
・
山
一
川
島
・
川
辺
・
武
庫
・
菟
原
・
有
馬
の
摂
津
七
郡
五
穀
仲
次
人

三
名
連
名
中
の
一
人
で
あ
り
、
当
時
の

有
馬
郡
に
お
け
る
有
力
な
在
方
商
人
で
あ
っ

さ
て
芝
家
の
米
の
販
売
量
は
、
こ
の
時
期
多
い
年
で
一
九
石
余
、
少
な
い
年
で
ム
ハ
右
余
、
平
均
し
て
約

同
右
と
な
り
、
こ

れ
は
向
山
本
の
播
種
設
か
ら
推
定
さ
れ
る
作
付
而
積
一
町
五
反
前
後
か
ら
み
れ
ば
、
収
穫
れ
恨
の
山
O
%
を
超
え
る
部
分
を
占
め
る

こ
と
に
な
り
、
年
貢
米
を
差
し
引
い
て
考
え
る
と
、
そ
の
商
品
化
率
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
こ
の
代
金
で
購
入
す
る
肥
料
代
の
割
合
も
、
や
は
り
売
却
代
金
の
一
一
一
五
j
k
四
五
%
程
度
に
な
り
、
時
に
五
O
%
を
超
え
る

年
す
ら
あ
っ
た
か
ら
、
す
で
に
近
欧
後
期
に
は
、
主
穀
の
米
作
に
お
い
て
も
、
商
品
質
幣
経
済
に
立
脚
す
る
商
業
的
農
業
と
し

決言案と鉱工業・漁業の発展

て
営
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
芝
家
の
場
合
、
商
品
作
物
と
し
て
の
米
生
産
を
基
本
と
す
る
、
一
服
用
労
働
力
を
擁
し
た
富
山
民
的
経
営
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
市
域
西
部
に
位
援
す
る
明
石
郡
の
河
川
流
域
村
々
の
米
表
作
経
営
の
様
子
を
、
明
布
川
流
域
の
中
村
藤

明
石
郡
の

米
麦
作
経
営

田
家
の
例
で
み
て
み
よ
う
。
藤
間
中
然
は
、
近
役
中
間
に
関
村
の
正
屋
も
勤
め
た
有
力
曲
以
JM
か
で
あ
る
。
文
化
一
一

年
当
時
二
町
数
皮
の
耕
地
を
所
有
し
、
表
作
と
し
て
稲
を
二
町
二
反
五
畝
、
綿
止
を
聞
に
二
度
二
敵
、
知
に
九
畝
、
合
計

第四節

敵
、
ま
た
裳
作
と
し
て
裸
麦
・
小
麦
・
大
変
・
菜
種
な
ど
を
一
町
二
反
七
畝
に
作
付
け
し
て
い
た
。
記
録
は
な
い
が
、
耕
地
の

広
さ
か
ら
み
て
、
家
族
の
ほ
か
に
少
な
く
と
も
二
、

の
一
耐
用
労
働
力
を
擁
し
て
い
た
に
違
い
な
い
し
、

音II
t土

作
地
と

世近E笠究者諸国ラ33
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ヰミ

% 
もも.7 

13. 8 

17. 4 

生波 高

95依3斗 5刃I2, s11匁
石

2. 12 

2111' t'"I・ 

3後2斗 2チi

3'"1 

415斤余

135 

2侠 3斗

中一
一
A

変

変

CJX:当たり）

炎［；
新i

（反当たり）

物

表 129

芳三

品
川

穣

（注） l 侠は 5 斗，米側は 1 石60匁，~価は l 石47匁，約

仰は l斤1.8匁，菜種は 1石70匁で換算。

資料： rmまf刻家文芸tJ

し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

」
の
農
業
生
産
を
ま
と
め
た
の
が
表
別
で
あ
る
。
も
と
の
依
単
位
、
を

適
筑
換
算
し
、
推
定
価
格
で
は
あ
る
が
積
算
し
て
み
る
と
、
総
生
産
額

の
う
ち
約
六
七
%
は
米
が
占
め
て
最
も
多
く
、
残
り
は
綿
の
一
七
%
と

十
一
衣
類
の
一
四
%
と
な
っ
て
、
菜
種
は
少
な
い
。
こ
の
ほ
か
自
給
用
の
野

菜
な
ど
も
当
然
栽
塙
さ
れ
た
が
、
史
料
の
う
え
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。

反
当
収
穫
量
の
わ
か
る
米
と
綿
を
比
較
し
て
み
る
と
、
貨
幣
換
算
で

示
し
て
い
る
。

は
綿
は
米
の
二
倍
近
く
の
額
に
な
り
、
尚
口
問
作
物
と
し
て
の
有
利
さ
を

し
か
し
田
方
綿
作
は
、
例
え
ば
金
庫
・
出
皮
切
・
義
国
な

ど
の
村
で
も
み
ら
れ
た
が
い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
、

水
閃
比
率
の
高
い
河
川
流
域
村
々
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
石
産
米
も
す
で
に
澗
造
米
と
し
て
か
な
り
の
需
要
を
保
持

菜

の
経
営
の
姿
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
、
か
つ
明
石
器
も
年
貢
米
現
物
収
納
を
堅
持
し
て
い
る
と
い
う
状
況
下
で

さ
ら
に
向
家
の
こ
れ
ら
農
産
物
の
版
売
状
況
を
み
よ
う
と
し
た
の
が
表
山

で
あ
る
。
生
産
額
に
占
め
る
販
売
額
の
割
合
は
、
米
の
み
で
み
れ
ば
そ
れ
は

五一

μ
程
度
に
速
し
、
中
よ
食
作
物
を
中
心
と
し
、
現
物
年
賀
米
を
負
担
す
る

農
業
経
常
と
し
て
は
、
米
は
や
は
り
か
な
り
高
い
商
品
化
率
と
い
う
べ
き
で

j悠 EEi家のf~生産
物販売額

（文化3年（1806))

表 130

作物 販売額 比率

匁 8~ 3 米 1,468.71 

綿 222. 22 12. 9 

支 23. 5 l. 4 

大豆 6.6 0.4 

合計 1,721.03 100.0 

(l:t) 販売したものには，ほかに

竹・千粉・木などがある。

文化3年2月～12月をill計。

資料： r；擦問家文字？」
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あ
ろ
う
。
二
薄
日
に
多
い
綿
の
場
合
の
そ
れ
ば
一
一
一

O
%程
度
に
し
か
な
ら
ず
、
河
川
流
域
村
々
で
は
な
お
純
作
は
rH給
的
性
格

が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
向
年
の
購
入
肥
料
の

は
、
子
鰯
（
代
銀
六
凶
O
匁
七
分
）
・
油
粕
（
代
銀
一
二
六
匁
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、

総
販
売
額
の
約
四

O
M
を
占
め
て
お
り
、

こ
こ
に
も
こ
の
時
期
の
、
購
入
肥
料
の
投
下
、
収
穫
物
の
販
売
と
い
う
商
業
的
段
業

の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
最
も
主
要
な
販
売
物
で
あ
る
米
は
ど
こ
へ
売
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
同
家
の
場
合
は
大
部
分
が
村
内
の
者
に
や
や
小
口

で
売
り
払
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
飯
米
間
と
推
定
さ
れ
る
が
、

一
O
依
余
を
ま
と
め
て
売
却
し
て
い
る
下
村
の
茂
兵
衛
や
、
治

粕
の
鱗
入
元
で
も
あ
り
、
向
時
に
米
の
版
克
先
で
あ
る
米
屋
九
兵
衛
な
ど
は
、
在
方
な
い
し
は
明
石
の
商
人
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
て
有
潟
部
と
同
様
明
石
部
で
も
、
個
々
の
段
誌
は
地
域
的
な
在
方
商
人
な
ど
を
通
じ
て
生
産
物
を
売
却
し
、
肥
料
を
購
入
し

て
お
り
、
当
時
の
商
業
的
農
業
経
営
を
流
通
の
う
え
で
支
え
て
い
た
の
は
、
こ
の
在
方
商
人
の
活
動
で
あ
っ
た
。

決業と鋭；I：さとや・漁業の発展

こ
の
藤
田
家
の
場
合
も
、
落
体
制
の
枠
内
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
経
営
の
基
本
は
す
で
に
臨
口
問
経
済
に
立
脚
し
て
お
り
、
お

そ
ら
く
は
雇
用
労
働
力
を
有
す
る
宿
段
的
経
常
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

2 

水
車
業
の
発
展

第関節

寛
政
三
年
令
と

活
摂
の
絞
油
業

明
和
七
年
（
一
七
七
O
）
の
仕
法
改
正
に
よ
っ
て
幕
府
は
、
江
戸
市
場
の
油
供
給
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
、

従
来
の
大
坂
市
場
の
独
占
体
制
を
崩
し
、
凶
肢
の
絞
泊
地
帯
に
新
し
く
油
の
流
通
市
場
を
つ
く
り
、
江
戸

近 i止j怯史編湿ラ3ラ



市
場
へ
の
油
の
供
給
最
を
明
加
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

（
一
七
九
二
八
月
二
日
に
大
坂
町
奉
行
は
、
次

そ
れ
を
受
け
て
党
政

の
よ
う
に
発
令
し
て
い
る
。
川
w安
芸
・
間
前
・
長
門
・
出
雲
・
凶
栃
・
伯
者
・
石
見
・
並
大
作
・
隠
岐
・
阿
波
・
大
隅
・
士
宮
岐
・

4
1
1
v
、J

J
ゾハ
n
lハ
F
d
v
一

一
カ
国
の
菜
種
の
大
坂
廻
着
を
禁
止
し
、
兵
路
沖
に
新
規
に
白
取
り
立
て
る
二
軒
の
積
物
問
屋
に
杭
み
設
ら
せ
る
こ
と
、

∞
そ
れ
を
武
庫
郡
関
宮
・
灘
阿
・
兵
庫
ま
で
の
間
の
水
市
・
人
力
稼
の
者
に
限
り
買
わ
せ
る
こ
と
、

ω絞
り
立
て
た
油
は
江
戸

に
直
結
す
る
か
、
大
坂
出
油
産
に
売
却
す
る
か
は
絞
り
油
屋
の
勝
手
で
あ
る
こ
と
、

の
三
点
で
あ
る
。
灘
日
の
絞
り
油
屋
か
ら

い
え
ば
、
こ
の
法
令
に
よ
っ
て
菜
種
の
供
給
闘
が
、
間
摂
一
一
一
郡
か
ら
西
国
二
一
一
カ
間
に
広
が
り
、
ま
た
絞
り
油
の
江
戸
底
積
み

が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
寛
政
九
年
四
月
に
幕
府
は
、
前
述
の
同
一
一
一
年
令
の
一
一
一
一
カ
留
や
そ
れ
以
外
の
国
々
か
ら
の
菜
種
の

兵
隙
・
大
坂
へ
の
廻
着
最
が
明
加
し
な
い
た
め
、

そ
の
趣
出
向
か
」
撤
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
途
中
で
の
売
却
や
手
絞
り
以
外
の
絞

油
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
各
悶
々
の
代
官
や
領
主
に
菜
穂
の
作
高
調
査
を
命
じ
た
。

立
政
一
一
一
年
令
に
つ
い
で
九
年
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
幕
府
の
期
待
し
た
ほ
ど
に
は
菜
穂
の
兵

防
・
大
坂
へ
の
廻
着
高
は
増
加
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

灘
国
水
車

業
の
動
向

こ
の
頃
の
灘
防
水
車
業
の
状
況
に
つ
い
て
、
灘
阿
水
車
五
拾
ム
ハ
納
仲
間
惣
代
（
入
部
郡
一
一
ツ
茶
屋
村
利
兵
衛
と
菟
際

郡
河
原
村
伊
兵
衛
伴
伊
一
一
一
郎
）
の
願
書
を
み
て
み
よ
う
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

）
 

I
 

（
 
寛
政
一
一
一
年
に
武
時
・
菟
原
・
八
部
の
一
一
一
都
の
ほ
か
、

一
一
一
一
カ
闘
か
ら
菜
穏
な
買
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
を
岐
問
（
大
坂
蔵
原
敷
へ
二
五

O
O石
）
の
分
は
入
札
で
買
い
入
れ
て
い
る
が
、
大
隅
国
か
ら
は
辰
年
（
寛
政
八
年
）
ま

で
少
は
泣
廼
着
し
て
い
た
の
で
前
金
を
差
し
出
し
た
が
、
そ
れ
以
後
入
荷
が
な
く
、
美
作
固
か
ら
五

O
石
、
石
見
爵
か
ら
二

O

ー一一

JO石
程
度
入
荷
が
あ
る
だ
け
で
、
他
の
阿
波
・
対
馬
・
安
芸
・
出
雲
・
関
岐
・
伯
者
・
周
扮
・
長
門
・
因
幡
の
九
カ
悶

ラ36近ill：社会の変谷m問主雲



か
ら
は
全
く
入
荷
が
な
い
こ
と
、

(2) 

こ
れ
ら
の
菜
種
な
水
率
新

m
－
灘
日
水
平
五
拾
六
柄
仲
間
や
人
力
油
屋
一
ニ

O
肝
が
買
っ
て
い
る
こ
と
、

民
寸
が
記
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
寛
政
一
一
一
年
令
に
よ
る
効
果
が
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
史
料
か
ら
水
車
の
製
油
能
力
が
わ
か
る
。

年
間
で
水
車

柄
に
つ
き
、
菜
種
だ
け
で
あ
れ
ば
一
四

O
O石
か

ら一一一六

O
石
の
油
が
、
綿
実
だ
け
で
あ
れ
ば

で
一
九

O
石
余
の
油
が
絞
れ
、
合
計
一
二
万
樽
余
の
油
を
絞
る
能
力

が
あ
る
こ
と
、
大
塚
で

日
に
菜
種
五
石
で
治
を
一
石
絞
る
の
に
五
五
匁
二
分
か
か
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
水
車
絞
り
で
は
油

一
石
に
つ
き
一
一
一
一
匁
九
分
六
座
も
安
く
絞
油
で
き
、

一
O
得
分
（
一
得
一
一
一
斗
九
升
入
）
で
は
八
九
匁
余
も
安
く
、
運
賃
や
価
格
も

安
い
の
で
、

一
O
樟
に
つ
き
…

0
0匁
余
も
安
く
江
戸
へ
運
送
で
き
る
と
、
水
彩
絞
り
の
利
点
を
強
調
し
て
い
る
。

水
車
新
田
に
よ
る

違
法
者
の
取
締
り

前
述
の
灘
間
五
拾
六
輔
仲
間
惣
代
の
願
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
菜
種
や
綿
突
の
絞
油
原
料
の
入
荷
量

の
減
少
の

間
は
、
地
方
に
お
け
る
絞
油
業
の
成
立
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
水
車
新
聞
と
灘
白
水
車

淡業と鉱工業・漁業の発）災

五
拾
六
輔
仲
間
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
に
お
こ
っ
て
き
た
違
法
者
の
摘
発
を
行
っ
た
。
そ
の
状
況
を
示
し
た
の
が
、

山
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
党
政
六
年
か
ら
九
年
ま
で
の
一
一
一
年
間
で
四
八
件
の
摘
発
件
数
が
あ
り
、
全
体
の
四
凶
・
九

μ
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
地
域
別
で
は
、
揺
磨
間
関
が
五

で
、
全
体
の
四
九
・
況
が
沖
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
摘
発
の
理
由
は
、
種
物

を
無
株
人
に
売
っ
た
り
、
不
正
に
絞
油
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
党
政
一
一
一
年
の
讃
岐
観
音
寺
の
広
島
屋
惣
兵
衛
の

件
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
惣
兵
衛
が
人
力

第四節

油
稼
と
し
て
綿
突
を
買
い
取
っ
て
い
る
と
い
う
風
間
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
摘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
惣
兵
衛
の
場
合
は
、

人
力
油
稼
と
い
っ
て
も
踏
率
二
掛
か
」
用
い
、
水
車
問
様
の
大
仕
掛
の
作
業
場
を
作
り
絞
泊
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
惣
兵
衛
は

1
4刊

行れい近歴史罰百Illラ37



表 131 「不正討！1i家人」摘発件数

安芸 ！日淡阿 談i皮｜不；合

}Jll方II3美和11持そ 広そ 是正そ

flt泉 i京商談東東他の 1'1：前仁！こI後
の の

j詰他 雲路波 [II他｜明｜計
1、

ヲミ明 2 : 4 

5 

7 1 

8 2 1 2 5 

寛政 1 1 1 4 

2 1 2 6 

!i 
5 1 1 1 1 2 8 

6 3 2 3 13 

7 2 1 3 1 1 1 1 1 1 12 

9 3 3 2 1 10 2 23 

10 l 4 7 

11 l 

本和 1 3 5 

2 

3 

文化 l l 

2 3 

10 I l 

11 I 3 1 4 

12 

交政 4

13 

4 1 4 4 
1 11 7 l 1 l 1 I 101 

5 8 

（注） 摘発件数4以上のil!lのみに「郡名JのJJiを設けた。

資料：今jド林太郎・八木材f.'jr封建社会の淡村Wt巡』

:Ur姐京近世祉会の変容 ラ38



大
坂
町
奉
行
に
召
し
出
さ
れ
た
が
、
水
車
新
聞
と
兵
庫
・
灘
間
口
五
姶
六
輔
仲
間
と
の
対
談
が
で
き
、
訴
え
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

こ
の
時
惣
兵
衛
は
、
稼
道
具
を
兵
庫
浮
に
送
り
売
却
す
る
こ
と
、
以
後
油
物
を
取
り
扱
わ
な
い
回
目
を
約
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
寛
政
問
年
の
備
中
国
復
屋
郡
の
一
一
一
右
衛
門
の
摘
発
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
年
ニ
月
十
七
日
と
出
二
月
十
六
日
の
二
度
、

水
車
新
田
の
油
屋
五
右
織
内
と
住
吉
村
鍋
屋
庄
五
郎
の
代
理
人
甚
一
一
一
郎
と
藤
治
郎
が
綿
突
の
買
付
け
の
た
め
関
村
な
訪
れ
た
時
、

右
衛
門
の
水
車
小
屋
や
庭
に

の
種
物
が
あ
り
、
一
ニ
右
衛
門
が
夜
稼
ぎ
で
手
作
手
絞
分
以
上
の
絞
日
加
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
水
車
新
聞
や
兵
廠
・
灘
間
五
拾
六
輔
仲
間
は
、
絞
治
原
料
で
あ
る
綿
実
質
入
れ
の
た
め
、
諮
問
と
く
に
橋
脚
術

以
西
に
寅
請
人
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
買
請
人
が
不
法
者
摘
発
を
行
っ
て
い
た
。
摘
発
さ
れ
た
者
は
大
坂
町
奉
行
所
に

忍
し
出
さ
れ
審
理
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
に
当
事
者
間
で
和
解
を
行
い
、
摘
発
さ
れ
た
者
は
諸
道
具
の
売
却
、
以

農業と鉱工業・漁業の発展

後
不
正
な
行
為
を
行
わ
な
い
旨
を
約
定
し
て
い
る
。

寛
政
一
一
一
年
令
に
よ
り
、
問
筏
地
方
か
ら
直
接
江
戸
へ
油
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

兵
康
灘
自
滅

問
屋
の
成
立

た
め
、
こ
の
地
方
に
も
江
戸
肢
の
油
間
態
が
成
立
し
て
い
る
。
同
年
七
月
十
日
付
で
水
車
新
田
の
油
屋
五
右

衛
門
、
新
在
家
村
の
島
屋
与
一
千
次
、
熊
内
村
の
大
和
屋
嘉
兵
衛
が
、
兵
路
か
ら
高
官
ま
で
の
油
を
直
接
に
江
戸
較
す
る
こ
と
が

許
可
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
一
一
一
人
の
う
ち
、
リ
問
屋
は
水
車
新
田
の
請
負
人
で
、
水
車
新
聞
の
絞
油
業
者
の
惣
代
で
あ
り
、

大
和
屋
は
灘
白
人
力
油
稼
仲
間
の
惣
代
を
し
て
お
り
、
人
力
油
ー
械
を
行
っ
て
い
た
絞
油
業
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第四節

ま
た
、
大
坂
以
外
か
ら
江
戸
へ
池
を
出
荷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
従
米
大
坂
の
京
口
油
関
口
腔
・
江
戸
口
油
問
屋
・
大
坂

出
油
問
屋
だ
け
が
負
担
し
て
い
た
冥
加
銀
、
銀
入

O
枚
（
一
一
一
党
四
四

O
匁
）
を
、
部
摂
の
油
問
屋
・
絞
り
油
開
段
、
を
加
え
て
負
担
す

IU: t江日在史編llIラ39



表 132 油友ー加l銀分担額

仲間名 株数 党政 3年 4ま1三 5年 6年 Hl三

大坂京口抗11問屋 2 匁 匁 匁 匁 匁

大坂江戸口油開隠
1,802. 7 1, 797. 93 1,643.81 1, 702.07 

大坂札liill同窓 1, 280.62 1, 158. 33 1, 152. 47 1,029.75 1,090.23 

水車新聞油稼水車 25 6.27 120. 79 121. 08 182.82 150. 78 

兵庫・浅間 56鞠仲間 56 14.04 270.56 271. 21 409.6 337. 76 

i灘段人力消1稼 12 3.01 57.98 62.96 124. 37 102.53 

兵庫・務lt7Bl問屋 3 0. 75 14.49 14. 53 21. 95 18.09 

兵隊菜種問屋 2 0.48 8. 55 8.67 13. 1 10.99 

g§','i¥'泊問屋
14 2.58 6.6 11. 15 14.6 22.89 

西宮人力油稼

メ仁志1、 言「 銀80枚 銀80枚 ~1{80枚 銀80枚 銀80枚

資料：「大和l家文；；滋」

議 133 江戸下り油の出荷 量 （単位：怜）

出荷地 hl政3年 Hi"R 

大坂油開箆 63,96b① ） 
(76, 76 

68, 182 

うちU:l泊度分
33,814 

25,850 ( 40, 577) 

兵馬1・漢悶油問屋
560⑨ 13, 721 (6, 720 

間宮討Ji間庭
60⑦ 195 (720 

メI~、 計ー 64, 587 82,098 

<m ① 1月から10月まで。（）内は 1年分の推定段。

① 10月分。（）内は l年分の推定説。

①前年11月分から10月分までの！＂！＇分。

① 1 t母は 3工I・ 9 Jl入。

資料： r大和l家文fktJ

t!l在日放近m・t:1：会の変終

5年① 61:f'③ 7企f①

62,800 58,297 68, 542 

24, 533 29, 972 30, 891 

12,857 21, 283 19,468 

305 415 730 

75,962 79,995 88, 740 

ラ40



る
こ
と
に
な
り
、
同
年
十
一
月
十
三
日
に
寛
政
一
二
年
分
の
冥
加
銀
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
算
定
の
基
礎
に
な
っ
た
の
は
、
各
地

か
ら
江
戸
へ
の
油
の
出
荷
量
で
あ
る
。
間
摂
地
域
の
負
担
分
は
、
絞
油
業
者
が
大
半
を
負
担
し
て
い
る
。
寛
政

ら
間
七

年
ま
で
の
冥
加
銀
の
分
担
額
と
大
波
、
間
宮
、
兵
庫
・
灘
自
油
開
鹿
の
出
待
況
を
示
し
た
の
が
、
安
川
－

mで
あ
る
。

ま
ず
出
荷
量
止
を
み
て
み
る
と
、
総
額
で
は
党
政
四
年
に
八
万
符
を
超
え
、
こ
の
期
間
で
は
一
応
幕
府
の
江
戸
入
荷
量
を
増
加

さ
せ
よ
う
と
し
た
政
策
は
成
功
し
て
い
る
。
地
域
加
で
は
、
寛
政
六
年
以
後
、
兵
路
・
灘
間
口
油
問
屋
の
取
扱
設
が
急
増
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
冥
加
銀
の
負
担
額
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
、
兵
隊
・
灘
自
治
問
屋
、
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
江
戸
に
輸
送
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
寛
政
凶
年
の
文
書
に
は
、
一
一
一

人
で
水
車
新
田
の
内
に

の
買
店
を
一
区
画
の
中
に
設
け
、
惣
入
口
に
一
御
免
油
売
買
所
一
と
表
示
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ

て
い
る

Q

ま
た
、
運
送
方
法
に
つ
い
て
は
、
党
政
十
年
の

に
よ
れ
ば
、
樽
廻
船
で
運
送
し
て
い
た
こ
と
、
運
賃
が
菱
続
廻

投苦笑と鉱工業・漁業の発展

船
よ
り
も
一

O
降
に
つ
き
一

O
匁
安
い
四
五
匁
で
あ
っ
た
こ
と
、
玄
た
八
分
銀
と
称
し
て
、
船
方
か
ら
運
賃
の
八
%
つ
ま
り
一

。
倫
刊
に
つ
、
き
三
匁
六
分
ず
っ
、
船
杭
の
諸
入
用
や
問
屋
職
の
助
成
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

幕
前
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
一
一
）
八
月
に
兵
庫
莱
穏
問
屋
と
西
宮
・
灘
黙
の
油
問
屋
が

へ
油
を
直
積
す
る

交
政
五
年

令
の
発
布

こ
と
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
兵
庫
菜
種
間
屋
に
対
し
安
芸
・
周
防
等
二
一
一
カ
国
の
莱
誕
の
買
入
れ
を
禁
止
し
、

前
々
の
よ
う
に
大
坂
の
間
毘
へ
踏
み
送
る
よ
う
に
令
し
、

ま

に
お
い
て
も
手
作
り
の
ほ
か
に
種
物
を
買
い
入
れ
た
り
、

自
家
用
以
外
の
絞
油
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
こ
の
幕
令
に
よ
り
、
凶
摂
の
灘
間
口
問
組
の
絞
油
業
者
は
、
明
和
七
年
令
に
一
決

第四節

り
、
大
波
の
業
者
の
支
配
下
に
再
び
入
る
こ
と
に
な
る
。

」
れ
に
よ
り
、
蒋
び
水
率
新
田
は
、
大
坂
廻
着
分
の
う
ち
か
ら
毎
年

の
菜
種
の
賀
入
れ
を
保
寵
さ
れ
た
の

世！：近歴史総額54I 



Z

－守、、

ふ
れ
の
μ

八
一
一
一
一
）
に
は
一
九
一
九

O
石
余
、
同
一
一
一
年
に
は
間
一
五
七
石
余
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

天
保

~，三

こ
の
改
正
令
に
よ
り
、
摂
河
泉
の
村
々
が
、
そ
の
撤
廃
を
求
め
て
国
訴
を
展
開
し
た
が
高
官
民
）
、
灘
日
阿
組
に
と
っ
て
も
、

絞
泊
原
料
に
事
欠
く
こ
と
に
な
り
、
ま
た
絞
泊
し
た
仙
も
大
坂
の
出
泊
康
に
買
い
た
た
か
れ
る
状
態
と
な
り
、
文
政
十
年
十
月

に
も
と
の
よ
う
に
白
山
な
絞
油
業
の
展
開
を
求
め
て
訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
幕
府
も
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
政
十
年
に
槍
原
諒
十
郎
市
刊
に
よ
る
油
の
流

hτ
川
百
三
上
企
ミ

1
1
J

コ、し、

YAヨ
則
禁
カ
タ
ー
ォ
j

天
保
三
年
の
油
ガ
仕
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。

檎
原
謙
十
郎
の

泌
流
通
の
調
査

幕
府
は
、
文
政
十
年
大
坂
に
お
け
る
油
の
流
通
実
態
の
調
査
の
た
め
、
檎
原
謙
十
郎
等
一
…
一
名
を
大
坂
に
派

泣
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
か
ら
文
政
九
年
ま
で
の
一

0
年
間
の
大

坂
市
場
お
よ
び
灘
白
地
方
の
絞
油
業
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
λ
ょ
う
。

ま
ず
、
絞
油
原
料
の
集
荷
状
況
で
は
、
菜
穂
お
よ
び
綿
突
に
つ
い
て
大
坂
綿
突
絞
油
屋
、
摂
津
灘
阿
両
組
氷
山
車
稼
麗
（
水
率

新
聞
と
兵
庫
・
灘
目
五
拾
ム
ハ
鞠
仲
間
）
、

摂
津
・
和
泉
の
村
々
と
堺
町
の
水
車
お
よ
び
人
力
に
よ
る
絞
油
業
者
の
ん
す
々
の
業
者
が
買

い
入
れ
た
数
設
が
知
ら
れ
る
（
表
似
て

菜
種
に
つ
い
て
は
、

。
カ
年
一
平
均
で
二

O
万
四
二
七
九
石
九
斗
五
升
J

ハ
合
で
、
最
も

多
い
の
は
摂
泉
村
々
と
堺
町
の
氷
山
平
お
よ
び
人
力
稼
患
で
山
一
一
一
・
六

μ
、
次
に
大
坂
両
積
物
問
屋
の

・
五
%
で
、
摂
津
灘

日
両
組
水
車
稼
屋
は
一
凶
・
六
%
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
も
二
一
一
カ
閣
か
ら
の
買
入
れ
高
は
、
灘
日
両
組
水
車
稼

屋
、
が
買
い
請
け
た
菜
種
の

プ
八
%
に
す
ぎ
ず
、

〈
乙
字
下
了
＼

，寸ノ汁
E
U
／

八
%
が
問
摂
の
武
庫
・
一
%
原
・
八
部
の
…
一
一
郡
か
ら
買
い
詰

け
た
菜
穂
で
い
」
U
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
文
政
五
年
に
は
西
国

一
カ
聞
か
ら
買
い
入
れ
る
と
い

う
定
め
が
破
楽
さ
れ
た
た
め
、
余
計
に
質
入
れ
心
的
が
減
少
し
て
い
る
。

542 2j'.）問主主近1仕社会の変谷



第四節淡梁と鉱工業・漁業の発展

表 134 莱積・綿突のJ.l1l'.読尚（文化14i1三（1817）～文政9年（1826))

項 目
10カ年合計

i大皮肉積物！？可毘（諮問より）

大坂菜種絞油屋（五絞11~ より） 88, 610. 142 • 

i難問問組水車J家庭 298, 076. 269Si 

菜 (13カ隠！より 2.0 
（文化14～交政 s)

41, 240. 011 4, 124. 001 (13.8) 

f 越前照治（文絞化残1額 問凹s.soz I 1,300.55 
0.6 

うち 3 4～文政6) (4.4) 

種
i J郡渓津よ武りftjI.菟協〔・入部3 243,830. 7565 24 383. 016 . c~i: ~l 

~英ヨ玉米造塁村内4よ・り主界）RlJの水車・入力稼段 s91, 022. 469 I 89, 102.247 43.6 

ぷ仁〉？、 2, 042, 799. 

1't 1'l 』 % 
大以下可種物問屋（務凶より） 4,015, 585. 150 401, 558. 515 11. 1 

大坂潟fl実絞油屋（主主総内より） 1,669,043.350 166,904.335 4.6 

兵隊・務i制約実問屋（諮問より） 11,595,053.350 1, 159,505.335 32. 1 

約 ji型的 ~ITik,fl.水車稼慰 8,407, 158.000 840, 715. 8 23.3 

j撚熔より 3,451,458. 160 345, 145.816 9.6 
(41. 1) 

うち
13 7 

実； ヨ五ifl知人jより 4, 955,699.840 495 569. 984 • (58. 9) 

摂（五主主絞村内々よ・り堺）UlJの水Ji'( ・人ブJ~家康； 10‘433. 752.110 1. 043. 375. 211 28.9 

〈注〉 比率（ ）は，霊童民 f,ljj冠水礼子稼E設の災総lilii<: がめる ＇.i~合。

資料： i求問秀チミ F新i波止m絞首守政策の展開とT!1Jj主総造a

ラ43 ！法皇！：：.編Ill 近 i江



菜穂・約実の絞油部（文化14年（1817)～文政9:ijo(1826）〕表 135

ボ
治
（
菜
種
）

ドlJfj 

5,693,428. s 
20, 105,556.35 

10, 433, 752. 11 

大坂約実絞泊尿

灘日間組水車総kt.
撰泉村々・堺問］の絞泌尿

尚
治
（
約
実
） 4

耳目
メ午
iこ3

綿
耐
火
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
・
灘
自
綿
実
関
震
が

泉
村
々
・
堺
町
の
水
車
お
よ
び
人
力
稼
屋
が
一

：リマ

1
t
z
v
m
H
5
7
、

l

l

I

i
’£一

…h
ド
φ
市
削
巾
．
イ
ハ
川
山
．．
 
ι

．一

4
恥山
ν
亡
民
凶

J
J

資料：洋自！秀夫 r新版封建経済政策のJf<HJ[Jと11fJV;fi/i五！±，

一
一
了
一
%
で
、
摂

八
・
九
、
誤
津
の
灘
日

一
一
・
三
%
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
兵
庫
と
灘
日

~I目指l illi総高

7)¥. 

数

務石

95, 552－ト0.391

l
 

i
 

、i
u

ハH

抑

｜さl

－
J
 

J
h
M阿

石

38,221.191 

正三

石 I 撚お

98, 130. 807 i 245, 327十0.007

数

お
H
材

、流
H
H

ぬ
な
a

eま
q
z

102,949十0.061103, 169.607 

95, 762 +o. 351 

45,962十0.19 
〔47,141〕

49,800十161

18,384.99 

98,058.267 

51, 128. 22 

19,920. 161 46,930.047 

ラ44

資料： ~11:1刃秀夫 r新j仮封建経済政策の展開と市場構造」

第四i'j.：近UI:社会の変容



地
方
の
種
物
問
屋
と
水
車
稼
屋
と
を
合
計
す
る
と
五
五
・
山

%
を
占
め
、
こ
の
地
域
で
大
坂
周
辺
に
集
荷
さ
れ
た
綿
突
の

大
半
が
、
絞
池
原
料
と
し
て
能
用
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
灘

日
間
組
水
車
稼
麗
が
買
い
請
け
た
綿
突
の
地
域
を
み
て
み
る

と
、
播
磨
か
ら
が
四
一
・
一
%
、

五
畿
内
か
ら
が
五
人
・
九

%
と
、
播
際
か
ら
の
買
詰
高
も
重
要
で
、
前
述
の
よ
う
に
こ

れ
ら
の
地
に
買
詩
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
こ
と
か
ら
主
要
な
絞
油
原
料
は
、
規
制
の
強
か

っ
た
菜
種
で
は
な
く
綿
突
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長主言長と鉱工業・漁業の発民

灘
間
関
荷
組
の
池
袋

産
高
と
出
荷
先

そ
れ
で
は
、
文
化
十
四
年
か
ら
文
政

九
年
ま
で
の
一

0
年
間
の
絞
油
高
に

つ
い
て
み
て
み
よ
う
（
表
山
）
。
絞
池
原
料
の
買
詩
高
と
悶
様

に
水
油
（
菜
種
油
）
は
、
撰
泉
村
々
・
堺
町
の
絞
油
屋
が
問
一
一
一
・
五
%
、

し
か
し
、
出
油
（
綿
実
油
）
で
は
、

灘
日
両
組
水
車
稼
麗
は
二

0
・
八
%
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。 お渋佐E

－
 

M

符f英表 136

おii

数

然石

340,879十0.398 

r、
ノJ

19,993十0.077,9守7.27毎年残油泊先立分

360, 873+0. 068 

783十0.01
239〕

167, 125+0. 208 

uu↑
 1
 

66,850.208 

近

樽手5

石
136, 351. 998 
(13, 635. 2) 

82 047. 
(13, 674. 

54,304.8 
(13, 576. 2) 

144,349.268 

136,363.418 

69,513.21 

廻

ll宰＝0.4石で換努。 E 〕は 1中毒＝O.39石で換算。

｝絞lt:.編班

正ヨ

文化14～交政9年
の10カ年分

文化14～交政5年
迄6ヵ年分

交政6～交政9年
迄4カ年分

坂大

（注〉

つ
い
で
大
坂
の
菜
種
絞
治
問
肢
が
一
一
一
五
・
七
%
を
占
め
、

絞

士L

廻F' 

こ
の
灘
白
雨
組
水
車
稼

屋
が
五
五
・
五
%
を
占
め
、
次
に
摂
泉
村
々
・
堺
町
の
絞
油
産
が
一
一
八
・
八
%
で
、
大
坂
綿
実
絞
油
屋
は
一
五
・
七
%
を
占
め

第四節

て
、
強
い
圧
迫
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
水
油
・
白
油
と
も
に
、
大
坂
の
絞
油
業
者
は
大
坂
周
辺
の
在
方
絞
油
患
や
灘
目
両
組
水
車
稼
震
に
よ
っ

ラ4ラ



内総の絞 r1nおおよび LI＼荷高 （ヰJ.flr：お）

文化14年～文政 5年 文政 6年～向 9年 文化14年～文政9年

1ロ〉、 計 年平均 メiコさh 計 年平均 l仁L1 年平ゐ均

23, 901. 8 5,975.45 56, 442. 5,644.214 

14, 728 3,682 

9,657.45 

10, 767.8 2,691.95 

4,907.2 1, 220. 8 

15,675.0 3,912. 75 

54,304.8 13, 570. 2 

6,043.05 

14, 566.8 3, 641. 7 18, 187. 6 I 1, 818. 76 

9,684. 75 46, 930. 

10,842.6 2, 710.65 13, 956. 1, 395. 656 

4,877.6 1,219.4 596.36 

15, 720. 2 3,930.05 

9.2 13,614.8 

。 。
23, 384.01 23, 384. 01 2, 338. 401 

51, 128. 22 51, 128. 22 5, 112. 822 

11, 278. 41 11, 278. 41 1,127.841 

7, 106. 58 

13,636.342 
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摂津灘日表 137
次
に
、

日

7]<: 
兵庫・詩来日56ii耐j柑！

水 If王新聞

絞 討h

討1
1会

兵隊・灘日 56•！羽仲間

水車新！日

1'J:1 i!il 
計

f二》1』

オく
兵隊・税関 56椀仲間

71<: lfl l'JT [] 

大 治

~ 
兵庫・務曜日 56納付•fUJ

ii＼坂 水草案「f EEi 

計k
小計

メ仁』1 

？苛 兵隊・ l~l 民 56i!総1'f1JHJ
オく

水彩新 EEi

？工 ち11

iι，j 兵庫・渋fil'I56•締｛中関！

I Fl 水草案fr III 

I 油 小計

E資

同
に
よ
っ
て
、
灘
間
同
時
組
水
車
稼
患
の
油
の
出
荷
先
に
つ
い
て
み
て
1
4

ょ
う
。
こ
の

計メミ～
iコ

'?ti斗：津田秀夫 F新政封建経済政策

一一一日総、

万
六
三
六
三
石
間
斗
一
升
八
人
公
で
、
う
ち
水
油
が
九
万
人
O
五
八
石

斗
六
升
七
合
、
出
油
が
一
一
一
万
八
一
二
O
五
石

。
年
間
の
総
合
計
は

斗
五
升

農業と鉱：I.業・漁業の発展

五 合
で
、
水
油
が
七

一
斗
一
升
で
五
一
・

odp、
大
坂
が
六
万
六
八
五
O
石
二
斗
八
合
で
間
九
・
O
%
で
、

ほ
ぼ
同
日
肢
が
大
坂
・
江
戸
へ

・
九
%
を
占
め
、
菜
種
に
よ
る
絞
油
量
が
七
淵
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
出
荷
先
で
は
、
江
戸
が
六
万
九

出
荷
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
数
字
は
文
政
五
年
令
に
よ
っ
て
江
戸
泣
積
が
禁
止
さ
れ
た
以
後
の
年
数

も
入
っ
て
い
る
の
で
、
実
擦
は
も
っ
と
江
戸
杭
の
比
近
が
高
か
っ
た
も
の
と
挽
関
さ
れ
る
。

次
に
、
兵
庫
・
灘
白
五
拾
六
網
仲
間
請
負
人
吉
田
屋
台
右
衛
門
と
、
水
車
新
田
請
負
人
油
産
兵
五
郎
の
場
合
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
（
表
山
）
。
こ
の
両
者
の
絞
油
虫
は
、

六
一
え
石
一
斗
七
升
五
合
（
一
一
一
一
・
人
形
）
、

万
六
一
二
五
一
石
九
斗
九
升
八
合
で
、
水
油
の
場
合
、
文
政
五
年
ま
で
は
一
カ

第四節

年
平
均
で
大
坂
へ

へ
八
五
一
一
九
石
三
斗
七
升
（
八
六
・
二
形
）
、
白
油
の
場
合
、

大
坂
へ
六
九
九
石
九
斗
九
升
間
合
（
一
人
・
O
M
月
）
、
江
戸
へ

一
O
心
ハ
削
石
一
斗
ム
ハ
升
五
合
（
八
二
・
O
K
沖
）
と
庄
倒
的
に
江
戸
波
監

t
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が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
文
政
五
年
令
に
よ
っ
て
、
灘
間
同
組
の
江
戸
直
結
が
禁
止
さ
れ
る
ま
で
は
、

灘
間
地
方
の
水
車
に
よ
っ
て
絞
泊
さ
れ
た
製
品
は
、
そ
の
大
部
分
が
江
戸
へ
直
接
売
却
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

天
保
三
年
の
泊

方
仕
法
の
改
正

幕
府
は
こ
の
調
査
を
う
け
て
、
天
保
三
年
間
十
一
月
九
日
に
一
九
カ
条
に
お
よ
ぶ
長
文
の
油
方
仕
法
の
改

正
を
令
し
た
。
主
要
な
項
目
を
示
し
て
み
よ
う
。

）
 

－
 

（
 
諸
国
か
ら
の
種
物
の
増
大
を
は
か
る
た
め
、
大
坂
両
積
物
問
屋
に
加
え
て
兵
庫
に
一
軒
、
堺
に
一
一
一
軒
の
積
物
問
屋
を
設
立

し
、
大
坂
・
排
・
兵
庫
両
種
物
問
屋
の
絞
油
原
料
の
売
買
方
法
に
つ
い
て
は
、
荷
主
の
自
由
で
上
記
三
カ
一
昨
の
種
物
問
屋
に

売
り
払
う
こ
と
、

(2) 

播
磨
国
の
水
車
・
人
力
油
絞
株
を
新
規
に
認
め
る
こ
と
、

(3) 

従
米
の
大
坂
の
出
油
産
・
京
口
油
問
屋
・
江
戸
口
油
問
屋
を
統
一
し
て
油
問
屋
と
し
、
大
坂
内
本
町
橋
詰
町
に
油
容
所
を

新
設
す
る
こ
と
、

(4) 

水
車
新
田
は
、
菜
穂
を
、
大
坂
問
屋
か
ら
毎
年
一
万
五
千
石
買
い
請
け
て
い
た
が
、
今
後
は
大
坂
・
罫
・
兵
庫
の
種
物
問

毘
と
摂
津
閣
で
買
い
請
け
る
ほ
か
に
、
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
播
磨
の
五
カ
閣
で
五
千
石
ま
で
直
出
兵
し
て
も
よ
い
こ

と
(5) 

摂
津
の
う
ち
、
灘
日
住
吉
村
（
兵
庫
・
灘
間
五
拾
六
輔
仲
間
）
と
水
車
新
田
お
よ
び
兵
膝
か
ら
西
宮
の
間
で
絞
治
し
た
分
は
、

大
坂
に
山
山
さ
ず
、
江
戸
に
だ
け
直
結
す
る
こ
と
、

(7) (6) 

絞
り
油
屋
に
日
用
油
の
直
小
売
を
認
め
る
こ
と
、

笠
（
加
銀
の
上
納
を
免
除
す
る
こ
と
、

ラ48近i止社会の変終令子＇＂ηそ主子
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な
ど
が
令
さ
れ
た
。

大
坂
中
心
の
油
支
配
が
放
棄
さ
れ
、
川
w灘
間
に
対
し
て
禁
止
し
て
い
た
江
戸
直
結
を
認
め
、

ω灘
日
育
成
の
た
め
種
物
問
屋

な
新
設
す
る
と
と
も
に
、
水
車
新
聞
に
つ
い
て
は
買
入
れ
を
地
や
し
、

ω競
合
相
手
で
あ
っ
た
矯
目
椴
の
絞
油
を
認
め
た
こ
と
、

な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
う
し
て
大
坂
以
外
の
商
摂
の
絞
油
地
帯
や
播
磨
閣
の
新
規
の
絞
治
株
仲
間
に
よ
っ
て
、
江
戸
へ
の

油
の
供
給
な
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
照
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
灘
自
の
水
彩
絞
油
業
は
、
こ
れ
に
十
分
応
え
た
と
は
い
え
な
い
。
天
保
一
一
一
年
令
の
翌
年
十
二
月
に
は
早
く
も
半
分

が
休
取
し
、
そ
の
後
、
灘
日
両
組
の
水
車
八
一
一
輔
の
う
ち

間
柄
し
か
稼
動
し
て
い
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

水
車
請
負
人
が
大
坂
町
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
が
、
原
料
の
調
達
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
と
言
い
訳
を
し
て
い
る
。
灘
自

絞
泊
地
帯
か
ら
江
戸
へ
安
定
的
に
油
を
供
給
さ
せ
よ
う
と
い
う
幕
府
の
目
論
見
は
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

農業と鉱工業・漁業の発展

3 

鉱
山
の
開
発

文
化
四
年
（
一
八
O
七
）
五
月
に
湯
山
町
が
、
武
庫
郡
西
宮
地
先
の
鷲
林
寺
村
周
辺
で
の
金
山
開
発
の
差

有
馬
温
泉
の
泉
源
と

周
辺
の
鉱
山
開
発

止
め
を
求
め
て
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
出
訴
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
間
町
の
提
出
し
た
文

に
よ
る
と
、
有
潟
温
泉
湯
本
よ
り
五
、
六
車
の
う
ち
で
鉱
山
を
掘
る
と
、
蹴
泉
に
支
障
な
き
た
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
何
度
も

第四節

願
い
出
て
義
止
め
を
認
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
初
例
は
二
一
一
四
年
以
前
の
延
宝
元
年
（
一
六
七
一
一
一
）
の
こ
と
で
、
有
馬
郡
庶
植
村

で
銅
山
開
発
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
有
馬
温
泉
の
湯
脈
に
掘
り
当
て
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
説
泉
の
温
度
が
下
が
り
、
湯
最
も

i
 
l
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表 138 湯 JlJ町の鉱山差止め

年代 開発場所 1ll:l 主 開発郎、人

延安元年 有馬郡）制限村 長谷川久兵衛

か 8年 有馬郡船J又村 是主島権之丞

点卒 3年 武庫郡1J、i本村 主主島機之丞

元禄 3if 有馬苦rs名米村 内藤大手口~f

。3年 有馬郡名古荒村 内藤大和そI'
。4年 菟原郡打j［＼村 背1111番勝守

グ 4'if. 有馬郡名米村 長谷川六兵衛

か lH［三 有馬郡名米村 石原新左衛門

グ 14if :tf£原郡打111村 青山橋障害守 大坂九条村依康仁左11m111

グ 161:j:: 3窓際郡打ti＼村・ j対谷和j 青山橋陸軍守

IH&t 3年 有馬郡｝苦悩村 小:l:liil仁i.:11/ril ＇~
本｛采19lf 有馬郡｝制限村 玉JZl16j彦兵衛

延毛主 5年 有馬郡名是認村 荻原藤七郎

克延 1$ 有馬郡1;塩村布ll之木場 荻原勝七）＇，：［$ 大坂尚之内木税Tl日lJ,%照治良三f!~

~暦 9年 3高原郡石農村 松王子遠江守

安永 4年 有馬郡名:V.¥K村 稲忠勝左手l/JfilJ

党政12年 八部部調度i幻 石原庄三郎 ニツ茶援村井筒段忠兵衛

文化 4:tド 武郎郡鷲林寺村 木村周蔵 衛同村門震・度五！？廃武左忠衛次門・加賀E量七お

資料.＇筒B'T!l史， 5 ，「兵隊w~史料」 30

し、 IIIJ いた枯れ湯 」~ ら る 銅 久 動 て ラー j），主」

、はて めれれ 111 Lつ 閉さ'!i i1 i 兵衛 が 、の少
そ 鉱延る if よ 潮宮 ll寺 I家 あ多まし

の泉j原 山宝とこり筋の湯 行 つ数 i た
主主 の元考の五か！！鳥山 』土 よ た J;lf宇で

止に発開年 え説明 、ら尾町 ず〉 植は 、ち戸♂ー

め影 後以て筋が 六温のの ti二て 」 村 IIりの
を響が い 盟主誌や11 人 さ 鎖の にカ：た
求す計、た掘のかに々 JL め！掻 iljl 褒め
{)) る 悶湯 よ り う 万j 査は Tこ ら動 し 微

、

Tこ と さ 1J I lj 切ち 出 る
、

と れはか し湯
のしれ 11げでらでし説筋明紀 し、 、

けて 111 
でてるのあれ鉱て 伊熊 lj 

席代Hにr1 る
し lllJ

あ 訴と周る、 1JIいか 」、ー 慣と ま (J) 

る原点 、辺 。 J礼~がる あ野 と 村長し、 フ IIIJ 
。を湯にそ 開と り 許11 でで谷 lj と 民

、、目“ fi 山おのがか L 、カ3 あ の川 m話 しが
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に
よ
れ
ば
、

ら
文
化
問
年
ま
で
の
約

0
年
間
に
、
湯
山

i
 

の
状
況
を
ま
と
め
た
の
が
、
表
出
で
あ
る
ο

こ
の

近

町
の
周
辺
で
了
八
聞
の
鉱
山
開
発
阪
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
有
潟
混
泉
の
泉
源
に
影
響
す
る
と
い
う
理
由
で
悲
し
止

め
ら
れ
、
鉱
山
の
開
発
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

（一入
O
O）
の
再
度
山
開
発
マ
は

一
ツ
茶
屋
村
の
井
筒
展
忠

j絞Pl：：罰~i lll 

兵
衛
の
名
も
み
え
、

出
願
人
の
な
か
に
は
、
大
坂
の
町
人
と
並
ん
で
、
寛
政
十

か
れ
は
後
述
の
長
谷
銅
山
の
稼
行
に
も
関
係
し
て
い
る
。

農業と業工鋭；・漁業の発展第四節

」
の
よ
う
に
有
馬
蹴
泉
の
泉
源
保
護
の
た
め
に
、
有
馬
鵠
泉
周
辺
の
銅

長谷銅UI付近凶 n兵律的入総1!1¥全繍J)

長
谷
鈎
山

の
関
坑

山
開
発
は
湯
山
町
の
訴
え
に
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
援
し
止
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
神
戸
市
域
内
で
も
…
カ
所
だ
け
銅
山
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い

明
治

十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
二
月
の
吋
摂
津
間
入
部
部
坂
本
村
地
誌
い
に
は
、

村
の
東
方
学
藤
ヶ
谷
に
あ
り
、
坑
数
発
見
は
安
、
氷
八
年
、
こ
れ
よ
り
寛
政
七
年
迄

十
七
ヶ
年
を
経
て
、
休
山
と
す
。
こ
の
こ
ろ
一
ヶ
年
に
五
万
斤
出
銅
す
と
、

そ
0) 

後
、
休
山
せ
し
か
ば
、
一
宇
和
一
万
年
よ
り
文
化
五
年
に
至
る
八
ヶ
年
を
経
る
。
当
時

の
山
山
銅
高
壱
ヶ
年
三
万
斤
た
り
、
ま
た
、
明
治
一
万
年
よ
り
間
六
年
に
一
会
る
、

ケ

月
出
銅
尚
子
五
百
斤
た
り
、
〈
ブ
休
山
と
す
。

写真 131

と
あ
り
、
坂
本
村
の
藤
ヶ
谷
で
、
安
、
氷
八
年
（
一
七
七
九
）
か
ら
銅
山
が
開
発
さ
れ
、
究

政
七
年
ま
で
毎
年
五
万
斤
（
約
三
0
ト
ン
）
の
出
銅
高
が
あ
っ
た
が
休
山
し
た
こ
と
、
そ

し
て
、
一
内
び
亭
和
一
万
年
（

／＼ 。
）
か
ら
文
化
五
年
ま
で
稼
行
し
、

ララ工
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い
う
小
柄
が
残
っ
て
い
る
。

御
神
体
は
、

銅
鉱
石
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
長
谷
銅
山
の
開
坑
さ
れ
た
二
年
後
の
天

銅
設
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
明
治
元
年
か
ら
同
六
年
ま
で
稼
行
し
、

毎
月
千
五
百
斤
、
年
都
に
し
て
一
万
八
千
斤
の
産
銅
盈
が
あ
っ
た
こ
と
、

多田銅山役人給米他務取党

明
治
十
七
年
現
在
で
は
休
山
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
問
中
家
文
書
」
に
あ
る
安
、
氷
八
年
九
月
の
「
持
山
銅
山
入
所
ニ
付

借
用
一
札
」
に
よ
る
と
、
長
谷
銅
山
の
勘
定
場
中
が
、
八
幡
宮
（
六
篠
八

幡
宮
）
神
宮
の
林
対
応
守
に
対
し
、

X
E
J
q
4ト
L
r
只
η
J
U
、

ノ
巾

m
l
H
1
4
f
r
l
q
l

沼
市
尾
西
谷

の
う
ち
、
庶
民
さ
一
一
一

O
問
、
横
一

O
間
の
土
地
を
銅
山
稼
行
の
た
め
借
用

し
、
そ
の
借
地
料
と
し
て
毎
年
米
一
一
一
斗
ず
つ
神
納
す
る
こ
と
、

ま
た
銅

写真 132

山
が
獄
行
し
た
場
合
に
は
料
物
等
に
も
心
を
用
い
る
こ
と
を
約
定
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
永
八
年
に
銅
山
が
開
坑
さ
れ
、
長
谷
銅
山

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
長
谷
銅
山
の
守
り
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
金
山
神
社
と

そ
し
て
、
神
前
に
灯
龍
一
一
基
が
あ
り
、

ト
口
削
刈
こ
土

－
J
d
L
h
v
b
v
 

「
岡
木
氏
L

、
左
側
に
は
「
天
明
一
五
半
丑
五
月
中
古
河
ど
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
、
長
谷
銅
山
の
繁
栄
と
安
全
を
祈
っ
て
金
山
神
社
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

米
他
請
取
覚
L

（
天
明
一
一
一
年
九
月
）
な
ど
、

こ
の
長
谷
銅
山
の
支
配
に
関
し
て
は
、
代
官
万
年
七
郎
右
衛
門
支
配
の
多
国
銅
山
役
人
の
郡
司
佐
布
衛
門
の
発
給
し
た
「
給

」
れ
に
よ
っ
て
、
川
辺
郡
銀
山
町
に
泣
か
れ

同
穫
の
史
料
が
数
通
残
さ
れ
て
い
る
。
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て
い
た
多
田
銀
山
役
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
、
が
わ
か
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

長
谷
銀
山
の

稼
行
状
況

明
治
五
年
五
月
付
の
つ
庶
民
税
制
山
山
出
銅
に
付
、

l:::J 

に
よ
れ
ば
、

「
坂
本
村
学
長
谷
錦
山
の
儀
は
、

安
永
八
亥
年
に
同
村
の
問
中
小
友
衛
門
が
閉
山
し
、
神
戸
二
ツ
茶
屋
村
の
井
筒
援
忠
兵
衛
と
山
中
す
者
と
共
に

稼
行
し
、
こ
の
節
は

に
五
万
斤
程
出
銅
し
て
い
た
の
で
、

一
0
ヶ
年
稼
持
し
て
い

と
あ
り
、
長
谷
銅
山
の
開
発
人

が
坂
本
村
の
問
中
小
左
衛
円
で
あ
り
、
一
一
ツ
茶
屋
村
の
芥
舗
展
忠
兵
衛
と
と
も
に
稼
行
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
史
料
に
よ
り
、
長
谷
銅
山
の
稼
行
状
況
を
示
す
と
、
炎
問
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
「
口
上
書
写
し
は
、
守
久
次
郎
な

る
人
物
が
明
治
五
年
に
長
谷
鏑
山
の
略
肢
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
若
子
の
誤
謬
が
あ
る
。
例
え
ば
、
天
保
一
一

（一八一一一二）

十
一
月
の
長
谷
銅
山
山
付
支
配
人
小
左
衛
門
（
問
中
）
・
二
ツ
茶
屋
村
忠
兵
衛
（
井
筒
盗
）
・
河
内
閣
河
内
郡
除
原
村
銀
鏑
山
先
北

山
貞
助
の

に
よ
る
「
銅
山
水
抜
一
一
付
願
書
L

と
い
う
史
料
に
よ
れ
ば
、
休
山
し
て
い
た
寛
政
十

（
本
和
一
万
年
）
に
一
一
ツ

淡業と鉱工業・漁業の発展

茶
屋
村
の
忠
兵
衛
が
加
入
し
、
水
抜
を
行
っ
た
こ
と
が
、
ま
た
天
保
一
一
一
年
か
ら
さ
ら
に
銀
銅
山
先
北
山
点
劫
を
加
え
、
水
抜
・
稼

行
を
行
い
た
い
旨
を
願
い
出
て
い
る
。

つ
ま
り
、
菅
久
次
郎
の
つ
口

に
は
、
二
ツ
茶
原
村
の
忠
兵
衛
が
安
、
氷
八
年
の

創
業
当
時
か
ら
加
入
し
て
い
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

か
ら
忠
兵
衛
の
加
入
は
享
和
一
五
年
で
あ
っ
た
と
志

わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
一
一
つ
の
史
料
に
は
名
前
が
出
て
い
な
い
が
、
小
左
衛
門
も
開
発
人
と
し
て
参
加
し
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
向
様
に
第
一
二
期
の
稼
行
人
と
し
て
銀
山
町
の
一
万
次
郊
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
問
中
小
左
衛
門
・
井

筒
最
忠
兵
衛
と
北
山
貞
助
（
天
保
一
一
一
年
か
ら
加
入
）
の

人
も
稼
行
人
と
し
て
参
加
し
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

第四節

ま
た
、
天
保
九
年
の
「
阿
武
谷
銅
山
場
所
御
持
一
一
付
日

ル
外
山
の
時
に
は
小
左
衛
門
が
長
谷
銅
山
を
預
か
る

に
よ
れ
ば
、

こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

E
1↓
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長谷銅 11iの稼 fI状況表 139

期間

明治2.3～4.12 

24,204斤

明治5.1～5. 7 

1, 942斤

摂津多！日銀山町I元次郎

[III rl＂小左衛門〕②

〔井筒尽忠兵徹〕②

〔天保3より河内郡松原村銀銅
山先北111良助〕②

今、
付
円

久次郎

天保 1～向
第

（注） f コは， fj潤111水抜ニ付飯沼」で揃訂したもので①は不参加，めは君主加していたとそれぞれ倣泣き

れる。第二期には限中小定衛I＇~も塁主力nしていたと縫浴される。

託料： r1片久次郎口上議J （「問中芸家文さわ）

以
上
述
、
へ
て
き
た
よ
う
に
、
長
谷
銅

山
に
つ
い
て
は
、
そ
の
稼
行
人
や
獄
行

同
期
等
史
料
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
定

し
て
い
な
い
が
、

一
応
整
即
し
て
み
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
長
谷
銅

山
は
、
安
永
八
年
か
ら
坂
本
村
の
田
中

小
左
衛
門
が
開
発
請
負
人
と
し
て
開
発

し
、
以
後
近
世
期
に
お
い
て
は
同
家
が

開
発
権
を
保
有
し
て
い
た
っ
そ
し
て
、

一
大
切
八
年
ま
で
毎
年
五
万
斤
の
出
銅
批

が
あ
っ
た
が
、

一
0
年
間
で
休
山
と
な

っ
て
い
る
。
天
保
三
年
の
「
願
書
し
か

ら
類
推
す
る
と
、
出
水
の
た
め
坑
敷
が

う
ず
ま
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
五
和
元
年
か
ら
開
発
人
小
左

衛
門
に
加
え
、
二
ツ
茶
屋
村
の
井
筒
屋

忠
兵
衛
と
大
坂
松
原
町
の
中
村
屋
台
兵

554 第四1;.: 近｜在主I：会の変号事



衡
が
新
た
に
参
加
し
、
文
政
一
冗
年
ま
で
採
掘
が
行
わ
れ

こ
の
忠
兵
衛
と
吉
兵
衛
は
、
鋪
山
開
発
の
資
金
主
と
し
て
参
加
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
日
パ
体
的
な
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
保
元
年
に
は
銀
山
町
の
一
万
次
郎
、
同
一
一
一
年
に
は

河
内
郡
松
原
村
の
北
山
貞
助
が
加
入
し
て
い
る
。
こ
の

一
人
は
、
点
助
が
銀
銅
山
先
と
い
う
清
書
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
、
鉱

山
開
発
技
術
者
と
し
て
水
抜
工
事
や
新
し
い
鉱
派
の
発
見
に
努
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

4 

漁

業

の

変

容

兵
庫
の
魚
市

と
生
け
洲

兵
庫
津
で
は
、
漁
船
や
各
地
へ
出
か
け
て
魚
を
仕
入
れ
て
く
る
出
合
行
魚
買
船
の
数
、
か

L

周
辺
漁
村
に
比
較

し
て
級
め
て
多
く
、
漁
業
・
海
産
物
流
通
の
一
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
も
ふ
れ
た
。

明
和
知
（

淡さ誌と鉱工業・漁業の発反

七
六
O
頃
）
に
は
や
や
船
数
も
減
少
し
て
い
る
が
、

な
お
漁
船
は
二
六
問
帥
服
、

と
コ
也
L
V

一

J
U
E
3
t
i
 

回
会
行
魚
買
船
は
九
六
般
を
数
え
、

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
漁
業
活
動
を
背
景
に
、
兵
防
に
は
魚
市
場
が
栄
え
、

の
う
ち
に
は
本
格
的
な
生
け
洲
を
設
け
る
も
の
も
現
れ

た
。
究
政
十
年
（
一
七
九
八
）
刊
行
の
守
摂
津
名
所
回
会
』
に
も
、
こ
の
兵
庫
の
魚
市
と
生
け
洲
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
魚

市
は
間
警
に
、
瀬
戸
内
の
漁
場
と
京
坂
の
市
場
を
結
ぶ
拠
点
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
宮
前
町
に
あ
っ
て
「
こ
れ
よ
り
商
の
方

の
漁
者
、
船
を
こ
L

に
寄
せ
て
、
毎
朝
諸
魚
の
市
あ
り
、
こ
ふ
よ
り
文
京
師
・
大
坂
へ
円
十
船
に
て
運
送
し
、
市
に
陶
ふ
、
部
て

第凶節

諸
魚
美
味
に
し
て
、
兵
庫
の
魚
と
設
す
い
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

｛
朝
鮮
人
御
用
覚
日
記
L

（
「
鷲
尾
家
文
書
」
）
に
は
、
安
関
十
一
一
年
（
一
七
六
一
一
）
当
時
兵
路
に
は
、
行
前
か
ら
生
け
洲
持
ち
ま
で
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「1FJ！弓「円許認江門村山

南
之
石
樋
長
サ
七
間
半
水
下
リ
一
尺
一
一
一
寸

含
め
る
と
魚
屋
総
数
は
八
六
人
あ
り
、
朝
鮮
使
節
接
待
に
必
要
な
魚
の
入
札
に
た
え
う
る
よ
う
な
っ
身
上
宜
し
き
者
」
は
一
一

人
で
あ
る
と
し
て
松
屋
町
で
鎚
屋
仁
右
衛
門
、
宮
前
町
で
は
丹
波
監
仁
左
衛
門
な
ど
八
人
、
今
出
在
家
町
は
網
屋
甚
右
徹
門
、

和
田
崎
町
で
柿
監
諮
問
兵
衛
を
あ
げ
て
い
る
。
魚
市
場
の
あ
っ
た
宮
前
町
に
魚
屋
が
集
中
し
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。

一
方
、
生
け
洲
は
、
今
出
在
家
町
に
設
け
ら
れ
て
い

生
け
洲
の
持
主
は
魚
屋
絹
毘
甚
右
衛
門
で
あ
る
。
南
北
一
一
一
問
、
東

間
一
山
間
五
尺
の
細
長
い
石
垣
の
水
槽
に
、
瓦
屋
根
を
葺
き
、
船
板
で
聞
い
、
路
市
？
を
用
い
て
海
水
な
入
れ
る
仕
掛
け
で
あ
っ

た
と
い
う
。
前
記
「
朝
鮮
人
御
用
覚
日
記
し
に
「
殊
に
絹
屋
甚
お
衛
門
に
は
生
洲
な
ど
こ
れ
有
り
L

と
み
え
、

『
摂
津
名
所
図

会
』
に
は
「
鯛
鰻
線
及
び
諸
魚
を
多
く
放
ち
生
け
て
、
常
に
貯
ふ
、
こ
れ
を
兵
庫
の
生
魚
と
い
ふ
、
禁
裏
前
進
の
手
当
と
す
、

注
米
の
旅
人
こ
与
に
来
っ
て
日
を
悦
ば
し
め
、
脊
と
し
て
時
を
う
っ
す
L

と
記
さ
れ
、
兵
庫
の
名
所
と
な
っ
て
い
た
。
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年
紀
は
欠
く
が
、
熊
本
藩
大
坂
屋
敷
が
、
同
藩
浜
本
陣
で
あ
っ
た
兵
庫
の

網
毘
惣
兵
衛
へ
、
魚
の
調
達
を
依
頼
し
た
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

間
帯
の
船
中
台
所
方
用
意
の
た
め
に
、
仙
川
二

O
枚
（
一
尺
一
、
二
寸
）
、
小
鯛
二

O
枚
（
入
寸
）
、
櫨
ニ

O
本（

か
れ
い
ご

O
枚
（
九
寸
J

尺
）
そ

尺
m
問
、
五
寸
）
、

の
他
の
活
魚
を
註
文
し
て
い
る
。
魚
市
場
の
ほ
か
に
も
生
け
洲
が
あ
っ
て
、

か
な
り
ま
と
ま
っ
た
数
量
の
活
魚
の
需
要
に
も
応
じ
得
た
と
こ
ろ
に
、
兵
庫

の
魚
供
給
に
お
け
る
特
徴
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

兵
庫
他
国
行

漁
船
の
発
端

兵
庫
の
漁
船
数
は
、
明
和
J
天
mm期
に
か
な
り
の
減
少
を

示
し
て
い
る
。
明
和
六
年
（

七
六
九
）
兵
庫
洋
が
幕
府
館
、

に
編
入
さ
れ
た
時
、
南
浜
の
漁
民
か
ら
は
、
も
と
尼
崎
藩
時
代
漁
弐
へ
の
助

農業と鉱工業・漁業の発展

成
策
で
あ
っ
た
救
助
米
五

O
依
の
下
付
、
沼
株
の
貸
下
げ
な
ど
の
継
続
を
蹴

い
出
て
い
る
が
、
そ
の
願
書
に
も
「
何
分
近
年
不
漁
打
ち
続
き
、
漁
職
相
止

め
候
者
も
数
多
く
御
座
投
て
、
次
第
に
漁
船
減
少
佐
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
以
後
の
漁
業
衰
退
の
傾
向
は
次
第
に
深
ま
っ
て
い
た
。
漁
業
賦
課
で
あ
る
訴
訟
銀
に
つ
い
て
も
天
妨
七
年
（

減
額
を
出
願
し
、
人
質
問
か
ら
以
後
一
貫
目
な
い
し
ニ
貫
一
一
一
七

O
匁
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。

七
八
七
）

第四節

兵
庫
の
漁
民
が
、
安
、
氷
間
年
（
一
七
七
五
）
あ
ら
た
め
て
他
国
行
漁
船
に
つ
い
て
の
申
請
を
試
み
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
地

先
で
の
漁
不
振
に
対
す
る
打
開
問
策
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
要
請
を
受
け
た
代
官
辻
六
郎
右
衛
門
は
こ
れ
を
許
可
し
、
兵
庫
南

サ一近

兵 F写生けリ＋Ic•m津名所関会心
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浜
の
漁
船
七
四
般
に
他
国
行
漁
船
の
鑑
札
を
下
付
し
た
。
も
と
も
と
地
元
に
お
け
る
春
夏
の
漁
期
以
外
は
、

か
つ
て
阿
波
・
淡

路
・
紀
伊
な
ど
へ
出
稼
、
ぎ
漁
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
他
国
出
稼
ぎ
漁
は
時
に
は
相
手
浦
か
ら
差
止
め
を
受

け
る
場
合
も
あ
っ
た
。
当
時
、
地
曳
網
な
ど
浜
先
漁
は
す
で
に
各
地
元
の
漁
場
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
し
、
沖
漁
に
つ
い
て

も
各
地
で
そ
の
慣
例
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

「
摂
嬬
堺
川
辺
大
坂
川
口
辺
ま
で
そ
の

た
と
え
ば
須
磨
以
東
の
摂
津
の
沖
で
は
、

間
浦
々
こ
れ
有
り
候
、
沖
引
網
入
会
に
相
稼
ぎ
候
」
（
寛
政
五
年
兵
庫
洋
漁
場
訴
状
）
、

す
な
わ
ち
探
津
田
内
沖
は
各
浦
入
会
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
兵
庫
洋
漁
業
者
は
特
別
に
公
犠
公
認
の
他
国
行
漁
船
の
鑑
札
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の

海
域
へ
の
出
漁
を
も
可
能
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
明
八
年
管
轄
の
代
官
所
が
大
津
に
変
更
さ
れ
た
時
も
、
五
九
艇
の

鑑
札
を
受
け
て
お
り
、
数
に
増
減
は
あ
っ
た
が
、
以
後
も
そ
の
制
は
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

の
ち
、
家
島
の
漁
業
者
と
争
論
に
な
っ
た
時
、
兵
庫
側
は
こ
の
他
国
行
漁
船
の
こ
と
を
、

前
々
よ
り
静
一
不
銀
訴
訟
銀
と
相
鴨
へ
、
御
運
上
銀
相
納
め
、
兵
庫
津
沖
合
弁
び
に
隣
国
は
申
す
に
及
ば
ず
、
中
間
筋
は
上

関
、
南
は
土
佐
紀
州
、
東
は
伊
勢
路
迄
罷
り
越
し
、
漁
事
相
稼
ぎ
候
処
、
折
々
品
一
一
茂
し
締
り
ゅ
し
遂
げ
候
補
方
こ
れ
有
り
、

稼
ぎ
方
手
狭
に
相
成
り
候
て
は
御
運
上
銀
に
も
差
支
え
、
難
渋
仕
り
候
義
に
付
き
、
恭
一
日
し
障
り
こ
れ
無
差
C

様
願
い
上
、
げ
、

安
永
年
中
御
聞
き
済
ま
し
の
上
、
他
国
行
漁
船
と
御
鑑
札
成
し
下
さ
れ
、
壱
綬
毎
に
頂
戴
奉
り
候
後
は
、
前
々
の
通
り
何

国
浦
に
ま
で
罷
り
越
し
漁
事
相
稼
ぎ
候
て
も
、

こ
れ
迄
何
の
差
し
障
り
も
御
座
無
く
漁
相
続
け
罷
り
在
り
候
（
『
兵
庫
県
漁

業
慣
行
録
』
）

と
主
張
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
各
海
に
出
漁
す
る
公
認
を
得
た
と
す
る
兵
庫
他
担
行
漁
が
開
始
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
家
島

と
の
争
論
の
よ
う
に
、
時
に
は
相
手
地
元
浦
と
の
胤
牒
も
生
じ
た
。
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ツ
茶
屋
村
の
他
所
か
ら
の
借
受
け
網
漁
を
自

漁
業
の
争
論
は
地
元
で
も
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
。
寛
政
五
年
に
は
兵
庫
が
、
↓

入

O
Jハ
）
兵

分
絹
で
な
い
と
し
て
悲
し
此
め
た
た
め
に
起
こ
っ
た
争
論
（
以
後
借
受
け
網
漁
は
し
な
い
こ
と
で
和
解
て
文
化
一
一

年
停
泊
中
の
神
戸
村
小
廻
船
と
そ
の
移
動
を
求
め

庫
棟
一
示
内
で
の
沖
間
漁
を
め
ぐ
る
兵
庫
と
ニ
ツ
茶
農
村
の
争
論
、
文
化
十

農業と鉱工業・漁業の発展第四節

文政4年（1821)

匁
銀 122.8

1't 匁
銀 1.246 

内訳

徳三郎

妻子四郊

伝悶郎

藤右衛門

浜六

青木

魚崎村の魚漁運上と浦銀表 140

天保6年（1835)日E資

匁
3艮 123.4

1't 匁
銀 1.146. 9 

内訳
lll:文

網4張 分 銭 120

小左衛門網Jfa一銭 l翼：500女；

青木｝

立立青木ト

焼附納箆 i

銀 17匁

食文
銭 30

30 

30 

10 

10 

30 

魚漁、途上

銀ー祥仲川

た
兵
隊
漁
船
と
の
争
論
、

（
一
八
四
六
）
沖
間
漁
に
つ
い
て
の
尼
崎

と
兵
庫
の
争
論
（
魚
漁
条
件
を
定
め
て
内
済
）
、
嘉
永
一
万
年
（
一
八
四
人
）
兵
路
傍

一
所
内
漁
を
め
ぐ
る
和
泉
佐
野
滞
と
の
争
論
（
佐
野
兵
隊
問
海
上
半
途
淡
路
山
正
一
郎

見
通
し
ま
で
を
境
と
す
る
約
定
で
決
活
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

灘
目
沿
岸
村
の
う
ち
で
は
、
と
く
に
地
曳
綿
に
つ
い
て
、

滋
関
浜
の
請

負
地
曳
網

一
定
期
間
を
限
り
、
入
札
に
よ
っ
て
漁
者
を
定
め
る
滞
請

け
の
方
法
が
目
立
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
落
札
者
が
、
そ
の
期
間
排
他
的
に

地
由
民
網
漁
を
行
う
権
利
を
も
っ

G

た
と
え
ば
脇
浜
村
で
は
、
生
問
川
寄
り
の

小
野
浜
に
つ
い
て
、
正
徳
年
間
に
大
お
村
の
漁
者
に
銀
五

O
O匁
（
年
に
よ

つ
て
は
入

O
O匁
）
で
漁
を
ま
か
せ
、
克
保
元
年
（
…
七
四
一
）
か
ら
は
兵
路
浮

の
漁
者
が
一
一
一

0
0
1四
O
O匁
で
浦
詰
け
し
て
い
る
。
自
村
の
漁
者
が
請
け

負
う
こ
と
も
当
然
あ
っ
た
。
京
腐
一
万
年
に
は
、
従
前
浦
受
け
の
兵
路
津
と
、

そ
の
浦
銀
高
よ
り
商
い
館
、
五

O
O匁
で
滞
札
し
た
自
村
漁
者
と
の
間
に
争
論

が
起
こ
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
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前川ιj~可1：土
灘
日
沿
岸
で
は
魚
崎
村
の
漁
船
の
推
移
が
わ
か
る
。
党
政
年
間
よ
り
漁
船
数
は
減
少
し
、

文
化
七
年
当
時
に
は
綿
船
が
、
さ
ら
に
幕
末
の
文
久
元
年
（
一
八
六
二
で
は
漁
船
も
み
え
な

く
な
っ
て
い
る
。
地
元
に
は
大
型
の
地
曳
網
や
網
船
を
所
有
す
る
制
一
万
が
存
在
し
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
漁
が
全
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

魚
漁
運
上
は
村
が
負
担
す
る
こ
と
に
し
て
、
村
の
内
外
を
間
わ
ず
希
草
者
に
は
浦
銀
を
納
付

さ
せ
て
浜
で
の
漁
業
を
認
め
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
魚
崎
村
の
免
割
帳
に
記
さ
れ
た
魚
漁
連
上
と
浦
銀
か
ら
み
て
み
よ
う
（
表
川
）
。

こ
れ
で
み
る
と
、

い
わ
ば
入
漁
料
式
に
地
曳
網
は
一
張
に
つ
き
銭
一
一
一

O
貫
文
と
し
て
村
内
の

伝
四
郎
や
青
木
村
か
ら
、
そ
の
他
の
網
は
一

O
貫
文
か
ら
一
貫
五

O
O文
と
し
て
藤
右
衛
門

や
小
左
衛
門
ら
か
ら
、
さ
ら
に
浜
の
使
用
料
ら
し
い
浦
銀
を
隣
村
の
青
木
村
や
岡
青
木
村
か

ら
徴
収
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
地
曳
網
で
は
山
張
が
稼
動
し
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
伝
四
郎
は
、
魚
崎
村
で
は
魚
臨
と
し
て
も
そ
の
名
が
み
え

る。
明
石
簿
領
山
田

村
の
献
上
絡

明
石
藩
鎮
で
あ
っ
た
明
石
郡
の
沿
岸
は
、
好
漁
場
が
多
く
、
藩
は
江
井

島
村
に
藩
の
浜
手
役
所
を
設
置
し
、
積
駆
的
に
漁
業
の
取
締
り
に
あ
た

っ
た
。
そ
の
た
め
、
税
は
網
や
漁
船
、
煎
納
屋
な
ど
個
々
の
生
産
用
具
に
課
し
て
、
そ
の
数

を
改
め
て
き
た
ほ
か
、
特
定
の
漁
具
の
禁
止
や
、
漁
期
の
制
限
な
ど
も
行
っ
た
と
い
う
。
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は
え
な
わ

た
と
え
ば
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
漁
具
に
は
細
川
の
延
縄
が
あ
る
。
ま
た
、
漁
期
の
制
限
は
村
に
よ
っ
て
種
類
や
期
間
に
や
や
慈

が
あ
っ
た
よ
う
で
、

イ
ワ
シ
網
漁
の
場
合
は
、

J
1
1、
い

判

K
E－keJ叶
J
C
f
h
h
べ
J
l
γ

一
1
｝

ノ

↑

t
ノ
ャ
ー
…

1
’’
h
i
6々

ザ

Y
抱
一
ノ

月
と
定
め
ら
れ
て
い
た

取
屋
村
で
は
六

1
十

と
い
う
。
終
期
が
一
カ
月
異
な
っ
て
い
る
（
表
出
）
。

務
は
ま
た
他
領
か
ら
の
入
漁
者
も
取
り
締
り
、
浦
日
付
役
を
巡
回
さ
せ
た
り
、
海
上
に
は
、
沖
目
付
を
漁
師
古
老
な
ど
か
ら

選
任
し
、
巡
視
さ
ぜ
た
と
も
い
う
。

ま
た
、
落
は
江
井
島
村
の
飯
蛸
と
山
田
村
の
塩
引
ボ
ラ
を
、
幕
府
へ
の
献
上
品
と
定
め
て
、
両
村
に
そ
の
漁
を
課
し
、
特
別

の
制
限
を
加
え

山
田
村
の
ボ
ラ
漁
の
場
合
を
み
る
と
、
そ
の
漁
場
は
摂
播
閏
境
か
ら
加
古
郡
境
ま
で
す
な
わ
ち
明
石
藩
領

沖
合
二

O
丁
以
内
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
務
は
、
文
政

（一八一一

O
）
太
郎
在
俗
門
・
茂
八
郎
両
人
の
ボ
一
ブ
網

を
藩
主
の
遊
漁
用
と
指
定
し
、
毎
年
銀
札

0
0匁
ず
つ
を
下
付
し
た
が
、

の
ち
凌
応
年
間
ボ
ラ
網
数
を
一
一
恨
の
み
に
制
隈
し
、

献
上
漁
の
時
に
は
、
藩
主
の
家
紋
入
り
小
織
を
掲
げ
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
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